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要 旨。この Wf'1Gのは白主管野外における Jí~横Jf1'fì，&:NJIi'rJの呉なるヘム '1 クノいク， M!j原料の〉当

事費F 主な fli政lfAを合めた官、税のヘム臼ック Jてーク枇杷の性i({および組成を fjfj らかにして，ヘムロック

ノレーク J1t lli~についての会般的な匁IE~号是正~j5jするとともに， t同町t;@l\~_における熟成j止の持撚を求める

ととにあコた。

イ七子y::的安iおよび荊H表、 lとっし、ては， C, N, ;J\Ì容十c， ぺ': K 20 , Na?O, CaO および MgO ， !k約

十七 P205 ， 2.5% 皆1:駿り持基 P2Üö ， /� P20恥 /J<.i?;性 Cl ， pH, CEC , EC そ， N のj向日κついては，

NH.-N および NOs..N ， 有機熊 N の飢成とし ζ加水分解約 N ， アンモニア アミド政 N. アミノ

機態 N，アミ/椴 N および米ri_l"J定 N を，高級♂Dj伝的については a l丸植時空およびゴノレをの腐偵の

組成)お~，'[肢の吸収スベクトノレ，その他の光学Intu'~ょを IIJjらかにした 3

以 i ゐの，j，占長L 火の諸l;，~が切らかにされた。

1) 現在市販のパーク地肥の一般ぬな製法である鶏糞および鋭機泌 N 添加によるヘムロックパー

ク治犯の各杷料成分濃度は，慣れーめワヲ j甘むよりかなりおいが，これらは大部分が長IJ原料にけi米ずる

ものである。

2) おの形態については. }Jj{料ベータの野外Jfit1o: 'jr における分台f!および潟糞添加lii:犯の土佐杷イti品

J\'の遂行lとともなって， 力[1ノk分解')/1: N およびアミノ酸立~N の:'i' N に対する比率の減少が切りよう

に認められた。 ;BG糞添加パーク扱IJE.iJ製品の鋭機態 N(立大部分が NOs N でおめられ， NOs 化成ノJが

し〈強いことがめられた。

3) )肉械の形態，cっし 1ては z パーク堆11巴製-iviの潟のMl成および脱税般の Yé学的十1:震は， 1;話料ノミー

クの悦質な強く jメ欧し， J古川lイヒj的訟における変化は少なかったのまた )1完!t(lr疫のうv芋[印字l')"{(まし、ずれ

も士壌の J1âfJ'梢険とはかなり 71氏な特異牡が見られた。

トはじめに

わが[1\[の木材 L楽における残廃材ーパーク〈樹皮)p オガクズ，チッゾダストラその他では千r[m約 800 万

ton (Cjますると推定されているが，大部分は~j;fl;日ないし以来;主 H，ヴとJ占源として太きな問題になりつつあ

る c ム )i農業汀l訂ではi以後か己3農耕地における化学JJlll 料の冬j十j と有機~(t肥料の施jなの減ノか傾向が続き.そ

のために設況では江tljJの減退が 811.-つ lZFjfTがま3 くなって失たため(と噌千j 機質 IJPI本 iの伝授干しが[t}認識さ :.1 L る

lこ弓l'っ fc': 。

わが tGl における水質廃材 JiUI巴の生政はけが法く予 1955 年凶から ftt)められた〉立I H!j ばオガクズを主原

料とした休業川白:加の自家JTl :f(íêf日のよUiËが主体であった。その後 1ヲ69 1，fltiからパークを~J:.Jj点、[とした/ド

民脳同 J桂月lその五;腕j交な工l品院が開始され， その後ごと注工島j および生 JB~_m も 11.-.-'q:.j:習 1JIIのー泌をたどり 3

1ヲ76 "t二 (C は 26 万 ton (推定) iζ述しノ p 王\，I.{I て、はパ…クば'D巴が本質廃材JjfUJ~I，O)大古分を占めるに至ってい

ア
',,_) 0 

1978'4二 7 }J 13 [1 受JHl

(1 � 土じようもτ
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これらのパーク堆肥 lむ葉タバコ，グリーンハウスにおける野菜，花類の栽培9 果樹園，茶園，林業用

l1ï畑，芝生，都市における緑地および公園など多方面で利用されている。

これらの残廃材を有機質肥料。i創出の原料としてみると，今まで農業関係、で自給堆肥の原料として用

いられているワラ，野アζ 茶葉などと比べると，一般に CjN 比が著しく大きし リグニン，アルコーJレ

ーベンソ守一 Jレ可溶物などの難分解住成分の濃度も高し微生物の分解活動に対する抵抗力が大きいといえ

る。さらに，樹j種によって異なるが9 ブェ/ーノレ酸などの植物の生育阻害物質を含む場合も少なくないc

以 kのように，フド質廃材は士院肥製造lと当つての問題点も少なくない。

最近パーク堆肥の製造が全IYI各地lと拡大し，生産量が飛躍的に増大するにつれて，不良製品による農作

物の被害などが主要な使用者側の農業関係者の間で問題となることが多くなってきた。同時にとのような

状勢を反映して，木賞廃材堆肥全般についての規格化を望む声が高くなってきた。

二本;質廃材堆肥 lと関する今までの研究はp 主として製法の開発と利用面に集中され，製品の性質，組成な

どについての研究はきわめて少なし初期のオガクズ堆肥についてはら 3 の報告が見られるが， ~Jó在の

水質廃材j了間巴の主体をなしているパーク i注目巴についてはほとんど見当らない。

筆者はとのような状勢に対応して，木質廃材堆肥の規格化を前提として，先ず各種の木質廃材土佐胞につ

いて，性質，組j丸士ft~t:化過程などを明らかにするとともに，併せて熟成度の指標などを求めることを計

画した。現在廃材堆肥の主体をなしているパーク堆肥は，主)京中!の商から見ると，外材へムロックパーク

と悶産広葉樹パークを原料とするものが主流をなしている。今回は;í\.:;ず外材へムロックパークを主原料と

するパーク堆肥についての結果を報告する。

2. 供試試料

今回供試したへムロックパークおよび一部のパーク堆肥試作品ば9 静|司県清ノk市の清水浴木材産業協同

組合のご厚意によって提供されたものである。同組合~(対して心からの感謝を表する次第である。

2-1 園 ヘム口ックパーク

今回供試したヘムロックパークは，輸入後海中貯蔵された材をリングパーカーで剥皮し，その際に排出

されたパークを野外l乙堆積貯蔵中のものセある。現在同組合で製造しているパーク J闘巴は，約 3~4 年間

野外貯蔵したものを主原料としている。

これらのパークは高さ約 6m のブロック状にそれぞれ数千 ton の規模で堆積されていた。各パーク堆

積ブロックは堆積完了までに 2~3 か月を要するといわれている。以 H亡示す供試パークの野外の貯蔵期

間は土佐積終了時から起算した。試料の採取はパークの堆積ブロックの側面を崩して，内部の新鮮な日1から

約 3~4kg を採取し安全量を細切して風乾後よく税合し-~-郎を粉砕 (lmm 以下〕して分析に(共し

た。とれらのパークは木質部〈材部〉が多少付着しているものが多かったが3 木質郊の分離は行わず，そ

のまま供試した。

供試したパーク試料の大要は次のとおりである。

HB-1* :貯蔵期間約 2 か月。新鮮パーク。 高さ約 6m の堆積の高さ約 4m の箇所から採取したo

HB-2 :貯蔵期間 1 年。5jUの J栓積フロックで HB-l と同様の位置で採取した。

キ廷B : Hemlock bark の略。
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HB2a および HB~2b: HB~2 正!司じ堆仏;ブロックの下郊の高さ l へ~ 2 m の箇j町二 五jS分的であった

が， J司聞と j七べると見交が著しく p 内限的な :?~J~察ではとくに府何が進んでいると認められる部分が作在し

でいた。この黒変の王宝山は不明であるが‘ との部分はml出よりかなり合水不が日心過犯な状態lゴネたれ

でいた ζ とが推定された。との ms分の応変と腐朽はきわめて伶]厚なヘムロヴクノミークの友l到に近い部分lζ

とどまり，内部は未だほとんど民朽が滋んでいなか〉た c

採.tj)くした I斗はうは二分して ， --)jは全量:を他の試料と問機lと処法して HB~2 呂とし 3 他)jは納切しJll\l.乾後

経く LE砕して 2mm で節目1] し 2 界易 lと粉状 fL はく慨した腐朽のとくにj住んでいた部分だけを集めて HB

2L とした 3

HB3 : U'i'煎i訪問はがJ 3 年強， HB-l および HB~2 とは異なる市積ブロックの 1EU さがJ 2 m の筒所で採取

した。以下のへムロックパーク堆肥のJAj'Uii， および製品はとの取結ブ口、ソクのパークであるつ

2 -2 ‘ 主島 言葉 (C 1*) 

明閣で購入した風乾潟主主(採ÝIJfのを参与として供[試した。

2 3 ヘムロックパーク堆肥

ヘム口、ソクパーク i創出立次の 8 点を供試した υ こ才しらの供試ヘムロソクバ…ク唯一肥の!rilJ原料の配合比は

T乱ble 1.金 イ供共試へムロソクノ守一ク j

双atios of auxiliary raw r日n凶ateτials呂 of the selected hernlock王 bark cor訂τlpost呂

(へムロックパーク 1 to立当り: 1 ton hemlock bark basis) 

試料名
Name of 
sample* 

HB~Cl 

HB~C2 

日 B C~C3 

H B- じ ~C ，

HB~C C5 

HBC-Cs 

30kg 

50 kg 

1.000 kg 

1, 000 kg 

11) * lit料名の略号lま双文芸芝山i

)点 主主

Urea 

一一一一

1.5 kg 

10 kg 

10 kg 

HB-C~C長は fb泌が，.他はいずれも試作品(本え参照)

「

ひ kε

Remark) * The abridgements of sample narnes are stated in surnmary. 

ノレご) -ーノレ

溌液
solution 

of alcohol 
fεrmentation 

70 kg 

15 kg 

HB-C-C4 is one of the composts on the market and others are the trial products. 

• C: Chicken droppings の略。

ìì'í石灰
Calcium 
hydroxide 

15 kg 
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Table 1 ~こ示すとおりである。これらの試作品および製品はいずれも屋内ないし屋根付の堆積場で製造さ

れたものである。

HB--Cl~JC2*1 および HB~C~Cl~JCS*2 :とれらは清水港産業協同組合において試作された製品である。

このうち HB~C-Cl~C2 は現在市販されているパーク堆肥の・般的な配合比に準じている。これらの試作

品は原料パーク 1 ton の規模で，土佐積期間は 4 か月 p 切り返し 2 @]，その後後熟期間約 1 か月を終過した

段階で供試した。

HB~C~C4 :市販のへムロックパーク i間巴 製法ば当該工場のへムロックパーク路')j[I\と同様であるが，

完熟後粉砕筒}JIJ してとくに細粒として出荷し?と製品である。

HB~C~C5~C6 :農体*産技術会議の特別研究町農林水産業における環境保全的技術に関する研究"の中

の代家子百糞尿およびその処理技術 n::関する研究明 iとおいてp 鶏糞の配合比をとくにi苛くして，ノミ{ク自己

糞(風乾) 1ヒ(重量上七〉を 1 : 1 として，清水港木材協同組合に委託して生産した製品である。製造規模

はパーク約 1 ton 堆積期間 3 か月，切り返し 2 日， HB…C~C5 は 1975 年の製品で，製造後袋詰めとした後

当場で 1 年間貯J議したもの， HB~C~C6 は 1976 年の袋品で， 後熟期間約 1 か月を経過した階段で供試し

ナこ。

3. 分

3~1. 分析方法の検討

3~3~1. 新鮮堆犯の風乾lとともなう無機態 N 濃度の変化および無機態 N の定量法としての MgO 蒸留

法と CONWAY の微量拡散分析法1)の比較

試料の風乾は無機態 N 濃度に影響を及ぼすために，1!!li機態 N の定量には新鮮な試料を供試することが

望ましい。分析用の均一な試末、i を調整するために，試料の粉砕および筒))IJを必要とする場合 とくに粗粒

な堆肥の場合ーも少なくないが，水分の多い新鮮試料の粉砕l士一般にきわめて困難な場合が多いG

したがって，無機態 N の定量には特別な場合を除いて風乾試料を粉砕して供試することにしたが， 風

乾lとともなって無機態 N 濃度がどのように変化するかを検討することにした。

同時に，無機態 N の定量のためのパーク土佐肥の 10% KCl 浸出液は有機物による着色が強い。 MgO 蒸

留法の場合には有機物の分解による NH.-N の生成によって，誤差を生ずる可能性も予恕された。乙の点

を検討するために，日じ浸 11\ì夜を用いて MgO 蒸限法と CONWAY 法との比較を試みた。

供試試料としては，校経の納かいへムロックパーク 鶏糞堆肥 4 点および広葉糊オガタズー豚糞:1-間目 l

点p 計 5 点を用い，それぞれ新鮮物および風乾物について分析を行った。

分析方法は， MgO -;!~罰法 l土日己 (3~2.) の無機態 N の定:層:法と同様に行い， CONWAY ì去は Mε0 蒸留

法と同じ KCl ì受出液を用いて定量した。

分析結果は Table 2 f乙 7i~すとおりである。

各供試試料の NHcN および N03~N 濃度は MgO 茨守山?と CONWAY 法ではほとんど相違が見られなか

った。したがって， MgO 法蒸留法の場合 IC有機物の分解による NHçN の:l成は認められなかった。

NH.-N および N03~N 濃度はいずれの試料も風乾によって増加l した η 新鮮試料の NH.-N 濃度の低い

ネ1 HB~C: Hemlock bark compost (without addition of chicken droppings). 

*2 HB-C-C: Hemlock bark-chicken droppings co田post の開店。
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Table 2. :ÝF鮮およびJ，ji，\乾i世紀の NH.-N および Nüs-N 濃度の比較

Compaτison of NHcN and NOs-N concentrations of fresh 

and air-dried composts 
(乾物当 ppm : ppm on dry basis) 

Name of 
compost 

H おじ C1

HB-C C1 

HB  C C5 

H 13-C' C6 

22. 4 
(JOO) 

自己

(1 

10 , '7 

8). 7 
(369) 

30.8 i 

(:362)1 

37. .9 
〈三(7)

1, 340 i 1, 4:10 J.. 800 
(100) (1 

,'U *1 BS-H-C ，ま広葉樹オカクズ 豚糞上ffi!Jt:の l唱。
泊 分析方法， A...MgO 君事衛 i!:. B" , CONWAY i:1;。

新鮮烈jJ[I;
1)) /Jくうト
Moisture 
content of 

fresh 
compost 
(あ)

6S. 9 

56.5 

,)8. 1 

。 7. 1 

55.2 

Remarks) BS-H.C 﨎 an abr冝gement of "Broad句leaved deciduous tree sawdust-hog droppings 
composγ' 

ホ2 Analytical method : A...MgO distillation method, B'"CON¥YAY me!hod. 

ヘムロックノι 夕 刻表ijt~IDの場合は ， J孔乾による NH，N の治力l;了や〔旬、L乾!よ料 JfJ白河fdÂ料，ノセント)

はi"í:しく出く 2. 1-~5. 0 倍犯逮したが， 増加震は大きいものではなかった c 新鮮 μ}~料で濃度を7Jえした広

集耐え'ガクズ--)泳糞 liíUl[l~ の NH.-N および全試料の NOs-N 濃度の j試乾[をの iP1力11率は，約 134% および 106

へ 1320ぢ lと過ぎなかったが，主~UJII 鼠;はかなり大きか Jこ C

jタJ ム 1))粘土佐 i ;l:， ノ\ークJiJo肥の )J話機態 N 濃度のに;忌には新鮮以来、}が望ましい土しでも 2 化学的組成の大

要を担保Aする目 íl守の場合には， とく iと大きな問題はないと:考えられたυ

:H2. 2 タぷタエン椴可溶 P205 と 2. らお刊i 目立川裕 P2Ü5ω比較

ノマーク J#;/犯の肥料製j i誌を検討する場合lじ P20S (.))J[;. 践は主言。主gfi問題点のふつであろう。 1l!~桜島リン限

肥料の場合iこ午じ、て J )主効性 P205 して/J<能性 P20õ を， 緩効悦 P205 として 296 ク工ン酸可溶 P20S

の定量を会i[tn した。

モリブデンブ勺しー上l::色jまによる P2üるの定量ωiよJ合(と， .Lt色i!xrl r Iとクエン隙が伊どi する場f?にはモリプ

デン般アンモニウムと 'IJit;. flo)~訟指{~ J杉成するために多 リンモリブデンブ IV.'- の発色がはi-X される。 三官

者の予備テストの結栄では， 1七l'乙抜 50mlrlrlこ 2 泌ク工ン峻溶液の添JJllh: が 0.5 ml 以r-I))治合 lこは発色

容は見られなかったかp 1 ml ではれずかに阻害がはられ， 1.5ml 以 1.では添JJIJ:滋の駒大 lとともなって

阻'- ， 1;tÈ!:臭は旬、法に W!大ずる 3 対 )L;策としてp モリブデン般アンモニウムの添加誌をJrqノ三させて充色m容の

1.111避をぷ九たが，れJJ込てj へき給米科られなかたむ Jji ii!1:ωほ il\ lÎ:主 r!rω クエン般を HNOs ないし HCI04

を応いて除去する方法はp 分析操作の;煩雑さをjd き， }レ h ティンワークピ I:l.好適とはいい難い。さらに9

もし授 It1 液 II I 1ζ有機態 P20ð が{/約する場合 iこは言;バの際関となる。
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Table 3. 2 %クエン酸i作液および 2.5叉;

酢西空溶液拍 HI，による P2Ü5 の比較

Comparison of P2ﾜ5 concentrations 
of compost by 2% citric acid and 

2.596 acetic acid extraction 

(乾物当労: Per cent on dry basis) 

一一一 一 l 一一一一 「

試料名 !2%クエン関空可溶1 2.5%酢酸可溶
Name of 2% citric acid 12.5% acetic acid 
compost soluble soluble 

C-] キ 2. 53 2.80 

HB-C-C1 j 1. 30 1. 26 

HB-C-C2 i 1. 26 1. 25 

HB 一 C-Cs 。， 51 0.52 

HB-C-C5 3.76 3. 7ヲ

B S-H-C1 I 5. 16 5.52 

日.97

注) * C は鶏事費の略
Remark) * C is an abridgement of “chicken 

droppings". 

筆者の供試したヘムロックパークー鶏主主堆肥の

場企には， 1 g!lOOml の 2% クエン酸浸出液 0.5

mlj比色液 50ml で十分に比色可能であったが習

鶏糞無添加のパーク l制巴ないし原料ノてークの場合

には不可能であった。

したがって， Ca および Mg 型 P2Ü5 の定量訟

として， 土壌の P2Ü5 の分画法7う 14) で用いられて

いる 2.5% 酢酸可溶 P2Ü与の適用を考慮して 2

タぷクエン駿法との比較を試みた。

試料は鶏奨，ヘムロックパークー鶏糞堆肥およ

び広葉樹オガクズー豚糞堆肥など 7 点を供試し

7こ O

分析方法は試料 19 にそれそ';tl 浸出俊 100ml

を加え，常法返り 2%クエン酸溶液の煽合は 1 hr , 

2.5% 酢酸溶液の j卦{ìは 2hrs 振とう後遠心分離

し，透明な上没み被を月]いて， SnC12 還元モリブ

デンフVレー法 (HCl 系〕でi七色した。

分析結烈は Table 3 ~乙示すとおりである。

これらの結果は，鶏糞および曲部の豚糞堆肥の

JJ;j{~!とは約 5 '~10% の相違が見られたが9 その

倒lの場合にはいずれもきわめて良く一致した結果が得られた。 2.5% 酢酸溶液の場合iとはモリブデンフ、ノレ

ーの発色阻害は見られない利点があるので，今後はとの方法を胤いると正にした。

3-1-3. Ca 型腐植について

副原料として鶏糞を添加して製造した木賞断材堆目目立ー般に pH がおし 微酸性(微括m法性を呈し，

Ca 濃度が高い場合が多い。 このような場合にはじ古車腐植が多い IIJ能性が子総されたので， この点につ

いて予備的な検討を加えることにした n

供試試料ばへムロック川ーク Jij:肥 (HB-C2) ， ヘムロックパーク 鶏糞 i削巴 (HB-C-C与)および広葉樹

オガクズ一般;糞堆肥 (BS-H-C4 )ネ1 の， 1十 3 点である判。

分析刀法は筆者の森林上壌のJ鳥摘の 1;ffiJ 合4) と同様の点法を用いてs 遊蹴および Ca Jí'!腐植の定;邑;を行っ

た。

分析結果は Table 4 とぷオとおりであるハ

供試試料の Ca )I， 'U凶摘はきわめて少なかった。 Ca -，\，J腐組破の遊離腐植桜に対する比率はョ HB らでは

約 12%， HB-C-C5 では約 9% に過ぎず， BS-H-C4 の j見 f??には Ca )1'リ閥横円安は泌め難かった。

以上の結栄から， 本質廃材 Jjt!j巴の iíj~憾の形態の検討ピ '!:i たって， Ca 2!i'l ií;lft6:の分析はとくに主要な意義

*1 BS-H-C壬: Broad-leaved deciduous tree sawdust-hog droppings compost の略。

*2 HB-C2 および HB-C-C6 の化学科は Table 5 参照， BS-H-C4 の化学'[11.1ま次予誌に示す下症であるが， pH 7.10 , 
CaO 3.069話， MgO 2.33% である。
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そ有するとは考え難かったので， )レーティンワークからは除外する ζ とにした。

3-2 分析方法

今日用いた分析方法は次のとおりである。

10"iK~ : 般にパーク j党肥の色ciMj はイ、;竺I -な場合が少なくない。また， J倒巴化過程はパーク粒子の表面か

ら逃行するために，外観が黒色味の強い色副Mを呈し芳かなり Jít肥化過程が進行しているように見える場合

でも，内部は原料ノもクとほとんど交わらない未熟な状態のものも少なくない。したがって，色調は粉砕

T乱訓告 4畠 j街植の形態

Humus form 

1.潟村l の組成 Humus composition 

フ ノレ ボ 罰金
Fulvic acid 

Namεof 
compost 

I Ch!Cj 

HB  C2 

B S-H-C4 0.9 (5. 日)

2_ 尚値恨の光学的tl:]i:t Optical property of humic acid 

tn 
h (l 十三)

compost 

O. 890 

ー 一一一一| 下

Lllog K2 Rf LI log K1 

HB-C2 0.961 O. ヌ 79 0.886 

日お C じる

B S-H-C 生

it) 腐植の細目 J創立冬 fraction carbon の3': carbon Iと対する%で示した。
h--l : Fraction-l (遊隊型腐柏〉の腐植酸
f-la :聖堂可溶腐値
f-] : Fraction--] のフノレボ政

h-2 : Fraction-2 (Ca 君1)，筒妨〉の腐樋椴
ト2 ・ Fraction-2 の 7 ノレポ問責

L110g Kl~log K4oo---log K600 

j log K2 ニ !og K65o-log KS50 

Rf: 腐植目安溶液 carbon 100 mg/l 濃度lとおりる K600 で示した。
Remarks) Humlls composition i8 expressed by the carbon amount of every fraction as per cent of total 

80il organic carbon. 
h-1 : Humic acid in Fraction-l (free humus) , 

f-1a ・ Acid soluble hllmus 
f-] : Fulvic acid io Fraction-] 

h-2 : Hu出ic acid io Fraction-2 (humus combined with Ca). 
f-2 : Fulvic acid in Fraction-2 
L1 ]og Kl ~log K判。 log K600 

L110g K2~log Ks5o-1og K850 

Rf i8 ,/(600 of Na-humate solution containiog carhon l()O mg per liter. 
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した風乾試料について ， +~~i_1宇土色帖13) による MUNSELL 方式の色名をflJ いて示した。

Total C : K2Cr207 を用いる目変化滴定法 2) を 11抗、 fこ。供試試幸、| は C1 を多量に含む場ノETが多いので，

Ag2S04 0.2g を添加したの

Total N : KJELDAHL l去を泊いて定量した Niζ ， ;5 IJ途に定量:した NOa-N を加~t~ して示した。

水溶性 C: 試料 10g 1こ純;J'( 100 ml を加えて 1 hr 振とう後遺心分離し，よ澄み液 5mllこ O. 5N K2Cr20γ 

溶液 5 ml, H2S04 10 ml および Ag2S04 0.2g を加えて， Total C と向織の方法で分析した。米消費の

K2CrZ07 の店主註は O.lN 硫政策 1 鉄アンモニウム溶液を用いた。

じIミC: 式料 5g について P四CH よとを汗H 、 fニ。

K20 , Na 20 , CaO および MgO: 試料 0.5g を HNOg 狂C14 混液 (10 ml--5 ml) で湿式以化後 1 : 3 

HCJIOmllと溶解し， Si02 をろ過洗浄後ム定量とし，適宜希釈して出子i政光法を用いてíJ，é主主した。

Total PsOs :上述の淑式J:J({ヒ後 Si02 を除去したろ j皮を用し、て ， SnC12 還元モリブデンブツレー (HCl 系)

による比色定量を行ったc

水i存性 P205 ・試料 1~5g に Jk 100m! を加えて 1 hr j反とう後3iii心分離し， _tィfiみ波令斤j いて Total

九05 と同様に定量を行った。

2.59ぢ酢割安可溶 P205 ・試料 1.~5g i こ 2.596酢酸 100ml を加えて 2 hrs 振とう後，遠心分離し， JjQみ

液を用いて Total 九05 と i司椋に定量を行った。

Cl :試料 1g Jこ水 100ml を加えて 1 hr ;肢とう後， 遠心分離し~ _Lüiみ液を III いてチオシアン峻;J'(銀

法18)を用いて比匂定量した。

pH: 1 : 5 のけん泌液について， 1 hr t!i~とう後，ガラス E首脳会用いて測定し Jリ

EC (冠気伝導皮) : )ll~料パークはい 10， パーク Jí[)ll~は 1 : 5ωけん濁液について 1 hr 振とう後記IJJE

し， 250C mili mho/cm でがした。

N の形態:筆者の森林土壌および落葉の N の形態わと同様の方法を用いてp 有機態 N の分間を行っ

アこ。

NH4 -N および NOa-N : ]試乾試料lO g に 1096 KCl 裕被 200 rnl をかi えて 1 hr :長とう後，遠心分高lt

し， 上澄み液を適当量を別い， 必要に応じて;]\を添加して全量を 150ml とし MgO 2交を加えて蒸留

し， 2% H3B03 溶液を N狂8 の捕集j夜として留液 70ml について Brom-cresol-gree江および methyl red 

混合指示薬を用い， l! lOON H2S04 でがijばして NHs-N を定量した。蒸留投伎に留液相ヨ最の水を担任給

し， DAVARDA 合金 O.4g を加えて， NH.-N の場合と同様の方法で N03-N をどIえした。

l削直の形態:森林)上壌の場合と同様の方法引を用いて， )出掛!肉粒 (F-l) の分析を行った。

4. 原料パークおよ

(結果;およ

よび組成について

4-1 原料パークの野外貯厳中の変化

tH;試したヘムロヴクノくーケの分析~;ili ，~耗は Table ')こえミすとおりであろ J

C 濃度iJ 48~.56% をノドした J

N 濃度は貯蔵期間が永くなるほど川次増大 L，それによもなって CjN も順次低 F した υ 新鮮ノふクの

C，羽 ltlま 255 ， 3 '1'-むをも 161 iと過ぎずラかなり jお朽が進んでいたと考えられた HB2b でも約 140 にとど



ア久長浜トイ 11i:1I巳 iと戊j ずるiV f先(え 1 判:D ({nJ 111) 戸
吋υ

に
U

まったり L れる ωC!Njむは今ま守のt]む JJir 配J のか，]:t半、 i のわり?ヰf本

とし Bえる。

ブ1<}i:dt C ィ12皮はY;fi対クでは 3. ヲ泌をノ」三したが， ltJ')~~' jJ I乙)llfí次減少をノJ~ :l 1， 1 後はわずかで 0 ， Ei9� 

lζjl~ ぎなか「た c

CEC 1;ま新鮮ノ《 クでは約 41 m巴/100 g 争う I，J ， 会制オガクス17;のが 10~~1 ?î me!100 g と比べるとちし

く存1Jか;た。 また，貯蔵中 CEじは順次増大をノJ、 !j ， :l;1 淡には式 OJ 69 me;100ε に迷した。さらに，同市lj

ぷかなり l色んじい lどと巧えら 1 した IIB2b では 78 Jl1日f]OOg Iこ i:ç しに。日 ωょっピヘムf_J ツタバーク 1'1 本

心 CEC がかなり r~~いととはìì i当に 11111 する土いス~ Lにうの

K20 , NazO, CaO および MgO v;ミ皮はヲ Kl) 以外は貯)ilJJi，期間jが長くなるにつれて)11良次 ]";1/)( したこ KzO

は fif[物休から溶iI見さ才 L やすい成分あ<，:，が， 今 l日! のようにや日外できわめて尽く !fji .fllljJω ノミ P クの場合iど

KzO 濃度。)文化は単純ではないよう i'こ|よけ JれたじノふークのJ性秘ブロックのと%;i)'~ご採取した i式料では

1 {Fム後 (Hlきめでは新鮮パークより K20 濃度は l児りように減少を示したれしかし，同じプロック ω ト部

の HB2a では K20~度ω減ノシは上 U11 と比べると少なく， j"Hふ lこ仙のブ口ソクではあ之らがト?唱で採取し

た 3 年後の試求、I (HB 3) では，新鮮/心クより KzO 濃度の多少の増大が!芯られたc とれらω結栄はがJ_." ，

試料について経5[ 自 J な変化を沿ったものではないので厳密にはいえなし、 L，また， It;'li長中における有機物

(C イ t，合物)ω分解消火lこともなう J!l(機成分濃度の相対的な増)JII もと入れなけれJまならないと)目、われ

_，:，が，きわめて尽く Ji1 ほしていぞ)~ù合1ζ は， r"ì";:jj におけと) Ke()しi)出H~~は l 二郎よ】J は少なく， また， J ]',I; 

からì'ù!J比した KzO の 部が|ご-/~i; /.乙集附する可能肢も行えられ 230

/に溶 PZ05 ， 2 ， 5 ，0ち段 ;')1守1'20" および全 P2Üfj ìJ;，~I室、は，市1 ノヌーク;と jおべると 1 \j牛[まにはミジ少減少

しイこが 3 午後にけ iijj ように増大した G 2. ::5;転向jf'i))' lrJì九九()ñ U) 全: 1'205 iこMci日ぷ J七ヰζL:L 野外jitlcυl'

lと有機物の分解がjf主むにつれて増大することをな、してし、るが 3 年後には全日05 の約 1/3 強 lζ過ぎなか

コた。 2.5;お除隊;ィ、{会的05 はおそらく有機1L~ P2Ü5 が主体であろっと :tfí 江される。千1‘機物の分解が;mむ

につれてイè(j機熊 P205 の J!話機イむのi!t1i が予惣されるが，ヘムロソクノミーク ω 以{'ì I~こは 3 年後もなお金1'206

Lノコ多くの部分は有機1L~ PzOδ として残存しているものと~Þft定されるわ

ヘムロック材は輸人後ìfJjr� ff'J' JI\& されるために， IÍf.i/J<1と山米 rfZ〉パークのじi 濃度がしばしば|日IJ1当初』され

ている。 ‘切r紋土ぷlににCと: C山I iは立{液海初11脱l臼凶l凡t さ才れれL苧や〉ずいj成点分の←一→てつ〉とゴ考ラえられ， ま t:::_ ，二 ， 1仰埠削i中や日灯貯;'J此波J主記され?たこヘ Jム為口ツクのパ一~一ク

l 巾Il の tじα;1 ( 

クがきわめて)以早く i准吐E積云さわれJ ている J~弱5易j合に lは土じωlιωl({糾}脱i過品削4桜足 lはま j単↑竹i車純l屯Eではないこと Jをを示していた O すなわち，

きわめて尽く Ijj，古したヘム戸ァクパーク ωJ男子\には， J11 紀[ 1 'fイ交の (HB-2) I主主鮮パーク (HB-l) よ u

Cl j良皮が i>l{DI& し， 科誌に i#!民されふ」とを示していた。 しかし，議総フロック(1)卜ではp:j' !i':[~ 1 訂後

(HB 23 おより 2b) よび 3 行 1を (HB 3) は j;fi !!(rノ， ' クとム七べるとじ1 ;:H~ [庄はかな ()_)1門火全ヨノj、しと

いたことは， L:il;;ip ，;必Jj止された引が卜プ;Hへ !Hふすることをノ)\"変す心も ω といえよう η

EC (主新fiù‘パークおよびfl'J"1立 1 長のほB-2 では小さかったが， Iむはいずれもかなり大きかた。 ζ の

，1\: 土 i 述 0) Cl そのIll( ノド的 fil.!m~~， !;x分以!立と|生Lìl五十|〆エイ J 'j' ろちりとζ() <J

pH:立九州』えないしそれ以!、の ir! 11 ~主ノj 、 1 ノフ り fji し市それ 4・ノI、し大 c

4 2 鶏糞

Ui;，試した蕊()).{ヒザ: !IIJ'rligJ およびお11以;;t Table ;:;とぶすとおコごあ〆 • .lC> 
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Table 5. へムロックパーク，鶏糞および

Chemical property and composition of hemlock börks, 

Nam巴 of
compost 

|水溶性CI
Water CEC 

C/N s~l;_;'bl~ i Color (H20) "ul~ule 
C 

(%) (%) (%) i(me!lOO g) 

試料名 イヲ当
] pH 

C N水1

ヘムロック){ーク

i 2.5YR3j6 
HB-l Dark r巴ddish

brown 

10YR3/4 
Dark borwn 

4. 75 53.5 0.21 9
w
f一
O
〕

志
向
い
一
え
はHB-2a 

5.25 56 岨 2HB-2 

Dark 
brown 

'-5YR2!3 
i vfry dark 1420 
reddish brown , 

2.5YR3/3 
H B -3 I Dar k reddish 

brown 

4.20 56.6 

HB--2b 

鶏 禁

ヘムロックパーク士1M]巴(鶏糞無添加 1)

5 YR 2/4 
Very dark 

I r日ddish brown 
一一一一一一一一一一一 一一一「ー← ー-

5 YR 2/3 
I Ibid. 

HB-Cl 

O. ¥9 
95.6 (0. 40) 45.9 O. .18 

6 目 10 つ
ム

つ
J
V

円J

HB-Cz 

HB-C Cl 

6.60 
l.UIU. 

HB-C-Cs Ibid. 5.30 Ibid. 

HB-C-C 盛
5 YR 2/3 5. 40 Ibid. 

HB-C-C5 
Ibid. 

も.90

H B-C-C. Ibid. 
6 ヲ5 ~2.3 1. 57 1 も .9

11:) *1 合 Ni土 NOg-N を含む。
内2 全 CIこ対する施。

*3 全 P2ÛS Iこ対する %0
*4 2.5% 酢陵 lザ浴 P2ÛS I土水溶性 PZO.I を{!;"む。
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ヘムロックノぐ…ク l1iìJ巴の化学的性おおよび組成

chicken droppings and hemlock bark composts 
(乾物当り: On dry basis) 

P20� 

Kll Na20 CaO M宮o ムノ

ac巴tlc
1、otal

acid 
くヲ15) (あ) so]ubl巴料

Hemlock bark 

。巳 O守3 U. 七日

0.037 。.12

6, .13U 2.31 

。旬 20
。目 010

6, 450 i ヌ 62
(13.7) 

Chicken droppings 

3. 1 i O. "9 ~. 40 1. 06 
1. 09 2.80 

5.18 
(21.0) (54. 1) 

Hemlock bark compost (without addit�n ()f chick巴n droppings) 

ハ 20 i. 20 O. 25 
0.0;;;7 0.053 
(22. 5) ( 44. ど)

。 11 (). 2三 品己 l O. 28 
0.016 063 
(14. 5) (57.3) 

Hemlock b旦rk← chicken dropp匤gs compost 

1. () 1 O.;:)1j 

0.81 0.22 

().44 O. 19 i :2.32 0.35 O. 63 2.68 

().37 0.35 つ .60 O. 48 

l. 1 之 0.35 9.38 1. 06 
O. :j5 
(日. t ,) 

1. 31 0.39 9.3 ,3 0.96 
0.39 

3.0'1 3.710 3.86 
(12.8) 

Remarks) ホ 1 Total-N includes Nﾛ3-N. 
キ2 Per cent of lolai carbon 

*3 Per cent of tota1 P205 
叫 2.5% acetic acid soluble P205 includes water soluble P2Û, 
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鶴発の N， P20 5, K20 , CaO および MgO は高濃度を示したが， とくに N および PzOs の高濃度は注

鼠 lζ畑するといえよう。ま fこ， CEC もかなり高い怖を示した。とくに， Cl 濃度がきわめて高いことは役

目に価しよう。ヘムロックパーク堆肥の場合には，ヘムロック材の海中貯蔵による Cl 濃度について関心

が示される場合も少なくないが，鶏奨を副原料とするパーク河u犯の場合には， 鶏糞 l乙由来する Cl 濃度の

影響も見逃すことのできない重要な問題点で品うろう。

5. へムロックバーク堆既の化学的性質および組成

よび論議-2)

供試した各種のへムロックパーク封'tij!';製品の化学的性質および組成は前述の Table 5 ~乙示すとおりで

ある。

5 1. HB-C1 ~C2 

とれらの鶏糞無添加!のへムロ y クパーク堆犯は N， P20 S, K 20 , CaO および MgO などの諸成分の濃

度は，消石灰添加の HB-Cz の Ca 濃度をl徐くと原料パーク (HB-3) よりは増大していたが，いずれもき

わめて低いレベルピ過ぎなかった。有機物の分解過程を治す指標と考えられる C川比はp いずれも原料

ノ'i-クより減少を示したが， 100 前後を/J\ し，許しく高いレベJレにとどまった。 ζ の点は HB-Cl~C2 は

いずれも堆胞としては未熟な階段にあるととを示唆するものといえる。

色調は HB-C1 は他の試料と JLべるとやや淡色であったが， HB-Cz fまイ 11'. O)鴻糞添加j注目巴と i尚様の著しい

11青色を iIT していた。この点は，ヘムロックパークの場合lこは石灰の添加によって微アルカ 1) t!.1亡保つ ζ と

によって黒交が者しく進行するととは，色l凋と品質の市Hと必ずしも関連性を見いだ、し聖1f い ζ とを示すもの

といえよう。

CI 濃度が低かったこと とくに HBーらで の原因は明らかでないが，前述 (4) のように，原料パー

クのLit積ブロックの位霞によって Cl 濃度はかなりの相違が見られたので， このようなととが原因ではな

いかと予想された C

5-2. HB-C-C1へ-C4

とれらのへムロックパーク鶏糞i引!日は N， P205, KzO, CaO および MgO などの諸成分は高濃度を示

していたが， これらはヒとして冨Ij原料の鶏糞および尿素などの N iJjjUこ由来するものである。 これらの各

成分濃度および各成分相互の比率は試料ごとにかなりの相途が見られた。 この点は N は NHs として弾

放することによる損失も 15-えられるが，各係機成分濃度およびその樹立の比率の大きな桐j創立，原料の配

合比の相遂から説明ずることは難しいように以われる。あるいは副原料の配合の不均 J性ないし使用した

鶏糞の各成分濃度の相込ーによるものかもしれない*0

会 P20õ ::::j~ ずるよ七率は， /J<.;'容tt P20� lま約 15-~3096 ， 2.596 i'ij 敗 IIJ治 P205 は 80~859o Iと迷したコ 供

試試料の PZ05 の大部分は速効性ないし綬効怖の青n機態 PzO与によって IJi められていると考えられる。残

りの 2.596 酢f皮不溶の P20S の LI;本は有機態 P20S と推定すると ìュ原料のパーク (HB-3) および鶏交は

平ぽULがら機態であるが， JjU Il I:i!~j~~f'Jにおいてかなりのì"ll~分が J!!t隊出 P205 iこ変化ずるものと考えられ

ど) 0 

ホ 試作品はす j謁5主主主の場f?と異なり I MIJ原料の混〈Tおよび切り返しは手作業で il われた。
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水i治 tl C 濃度はいずれの試料も小ざしまた， Total C Iご対して 0.696 以下に過ぎなかった c COD の

減少はi世相化過程の送付の指終になりねろといわれノているわ COD の iffi，Ùíとには KMnO益法と K2Cr207 法が

行われているが， 今 [Iil (ま有機物に対する酸化力 lご選択性が大きいという欠点を有する KMnO. 法をざけ

て，般化)J!と一般性の大会いえ2Cr207 i去に準ずおものとして，ノド抑制 C の定量必行 -:>1工。 仁述の溺災対、

添1JIIの HB Cl'〆らおよび次 lと;2[;べ，::) ~~~資多用の HB-C C"~C6 ~)ヴめてョ手予試料の/j(能性 C 濃度はきわ

めて小ざし 切りような相:ì&は見られなかった。後述の N および州自の形熊は抗日 CcC2 と他の試料

の WIJIと府柏化過程の進七 lとかなりの村h主交示唆していた lことを考慮に入札 Jらと，ヘムロッグノれ…クの境行

には7kì容性じはJt[ )JIrl化過ねのj立行の指様 lとはり葉reいと込Lわれる J

CEC は 86へ 94me;100 去に 1主し ， ip. ti り大きいといえるが，眼中レィーク (HB :1)がすで lζ約 70me!lOO

g 1<:;さしていたととを考えると J設問化過程 l ，~ おける CEじの.4"1)JII はとくに火きいとはいい~!1íぃ。佐]孫

らはオガクズー鴻潔唯MI"，の場合、 1=11 ， (じ~EC の変 f化七 (υi腎力加uο) が i堆1件土幻幻叫)J店Jí

羽釈J鮮オ万ガ、グズの CEC が約 1刊O 〆 1店5 mcむ110∞o 良でオガグズ ;鶏為奨t地佐肥 (1製主皮比iもi;川品ilhV山{行J品r'，) が約 70かFへ~、ゾBOmτ羽le叫! 1ωOOg ここ主達主乞町す3町

ることをを勾考え才れLば? このような見解も 11: ~I:I であろう。 しかし， I 述のようにヘムロックパークを主原料と

する堆肥の l易合には CEC の変化のl阿が小さいので，とのような考え方そ遊間することは難しい。今後も

しほ11巴の熟成の持僚として CEC を用いお場介[とは 9 名 ER料ないし製W'fJ[Jiとそれぞ、れのぷ砕を呉体f(] Iと設

定する必要があろう。各試料の pH /1 5. 40 ~.6. 60 そ示したの Eじはいずれもかなり高い怖を示したが，

Cl その他の水法性塩~，j~i~~ J:交の影響によるものであろうっ

5-3 也 HB-C C5-.C� 

鶏書記をとくに， 多JrJ した試作品の P2向， K20 , CaO, MgO および C1 濃度が高い怖を示したことは鴻

糞多量添加の影響によるものである σ しかし N 濃度は i二i'ßの HB-C-C1， jC4 と!司程度のレベノレにとど

ま、たc このような潟爽の閉じ介l七から予想され乙 N 濃度より若しく低い iílfiそ示したことは，鶏糞qJ の N

のかなりの部分が製造JJ'，' において失われたととを意味する。事実との試作品の製法qJ，とくに切り返し

時lと，強い NH3 見ので色司令が認められたことは ， ];[0 î虫、ヰ1 の N のかなりの部分が NH3 として揮散したこと

を推定せしめるものである。しかし， j:段 fil7I:了時(袋詰め)以後は NHg jさはほとん(:"認められなかった。

ζれらの点は，品[1原料として苅糞を多悶するととは N の収支の昨lからは N の多量の損失を招き;白痢jな

条件とはいえないようにj心われる。

玄た， p1-1 はほぼ rfl 闘に近か---. tご。その 11[，(})性お上プ戸東山えは HB C C1 • 〆C4 I司級であった

6. へムロックパーク，鶏糞および各種へムロックパー

ク堆肥の N の形態(結果およ

供試しfこ八ムロックパーク，潟主主およびみ怖のヘムロックパ{ク Jtí 月[11の到の ]f;熊は Table 6 Iζ ンJ';す

おそj である。

6-1. 無機態 N

ヘムロックパークの NH4 N および NOg-N 濃度ば，とくに l潟朽がj住んだと見られる1-1B-2a の NII1 N 

がが 10ppm であったが3 その fillはいすれも 2…3ppm 以下で， kN の 0.1忽 lヨトにi品ぎなか勺 fこっ

~fl~慌の Jt共機態 N はきわめて;たきし'Íモ N の約 5 _96 主した!またヲ NOs-N I 三 l七べると NH-tN の比

率がきわめて μiか♂}士:。
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Table 6. ヘムロックパーク，鶏望者およびヘムロックパーク土佐肥の N の形態

Nitrogen form of hemlock barks , chiken droppings and 
21βmlock bark composts (乾物当り: On dry matter basis) 

I 有機態 N の組成: Organic N comp回比ion*21_ _~~~~~~::-_IIUJ.I0< ~_ ~l b U.'--'-.<~ _~~_~_:ip'J>J iV-'-<J'--'- _ ___1 無機態 N

試料名 |有機態 NI 加水分解性 N: Hyd叫7励le N 非加水分 Inorganic N (ppm) 
| 一一 一一 一 一一一 l解性N 1 

Name of 'OrlZanic ,Am- A ', IUn- INon-'vr~~~lc I.I-I.m- Amino匂 'Amino勾 I~?-- パ Il'l on-

Mpost m122;ωr 凶11「品川aト PZJi色 NHçN NOg-N! '1、otal

-一一一竺ー」J7」 」 L -
ヘムロックパーク: Hemlock b旦rk

~ ~， o' 0 J , J , n J no 0 00 0' ，~" 2.2 0 創 3.0H B-J 0.2131 8.51 1. 51 47.41 22.9 80.3 19.7 '0 ，'~'';' /~ oV,',';;';! 
U.  V' " vl ・ "1 ~~. / uv. V C7. , (0.1)判 (0.04)料 (0. 1)判

! ーーイ l 1 - -ー ム←一一寸一一一一十一一一一一一一一一一L

._ 01 ,,1 ".  o! 0, _ ，~.， 2.3 0.291 2.6 
HB-2 0.267 7.71 1.61 44.41 27 固 9' 81. 6 18. 'r , ~~~ /r. u:..~~1 V.'V' "'1 ;, ul '"'"1 M./  V'.V 'U.-' (0.09) (0.01)1 (0.1) 

~ ~0/1 . ,.1 n nl n, 01 On 01 0' 01 nO 01 1 1.ヲ 2.01 13.9 HB-2a 0.2861 4 蜘 5! 2.8! 31. 21 32.8' 71. 31 28. 71 /~ ",( /0 ~~:;-; V. ~VV ~. vl '. vl V'_ ~I V~. . ;_ vi ~V. '1 (0.4) (0.07)1 (0.5) 

… ヘペ | | 34 22! 56 HB …3 0.3211 9.3 , 1. 6 , 36 つ 2 1. <1 68.4 31. 61 /.--U~~ ， 1'1"¥ ~:'~I 

二Lーユ一一」ーム一一|一一一 ~l 日止竺 (0.2)
鶏奨: Chicken droppings 

C-l 

ヘムロックパーク堆肥(鶏糞無添加) : Hemlock bark compost 

(without addition of chicken droppings) 

ヘムロックパークー鶏糞堆肥: Hemlock bark-.chicken droppings compost 

82. 7 3, 1 
(0.4) (14.0) 

______l 

7^ に|

HB-C-Ca 

HB-C-C益
\リ‘ ι'J ， cv 司 Vj

i 吋 32.5 
HB-C-C5 (0.2) , (1. 8) 

11. -19.0! 
26 目 3

HB-C-Cs l. 461 17. 0.92 51. 0 
(0.2) 

注) *1 有機態 NI立ケノレダーノレ法で定量した。
*2 有機態 N の組目立1;冬 fraction の有機態 NIと対する%で示した。
時金 N (:'if> 5 表参)1(0 Iと対する%で示した。
ホ4 MgO 蒸留の際の尿素態 N の分解による NHrN を合むと，思われる。(尿素態 N 1;未定量)

Re田arks) *1 Organic N i8 determined by KjELDAHL method. 
時 Organic N composition is expressed by the N amount of every fraction as per cent of 

organic N. 
*3 Fignres in parentheses are the N amount as per cent of tota! N (See Table 5) 。
*4 NH.-N of chicken droppings may include the NHj.-N from urea by MgO distillation 

Urea-N was undetermined. 

1, 030 
(0.6) 

l ぷ"，

\.J， V 嘱 υ

336 
(2.0) 

l. 110 
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ヘムロックパーク段肥(鶏糞無添加〉の NHrN (土原料パークに比べるとかなり増大したが~{~ 10 ,,15 

ppm ~と過さず， NOs-N (ま|司絞にきわめて{認し 1 ppm 以下に過ぎなかった。

ヘムロックパークー鶏糞堆)J~; (HB-C-C1- ノC6) は， NHcN は約 30'~80 ppm, NOa N !ま約 300へ

3, 000ppm (多くは1， 000-~3 ， 000 ppm) !ζ 逮し， NOs 化成作用が暮しく強いことをノトじていた。また予

知t機態 N の全 N に対する比率は多くの場介かなり高かった ( 6 へ 14%) ことは注目 l乙!rfli しよう。とれら

の点は};~~Iと由来する微メ 1::物の竹二期によるものと考えられるが， r司 H 約三ヘム口ソクパーク 鶏糞土佐胞の特

11&といえるよつにJtJわれる。

佐藤15)はヘムロックパーク 鶏表取仰の製造工校においてョ初期には NH4 化成作片jが強く，後半~終

f時には NOg 化成作用が魔んになる ζ とを認めている。今lii!のヘム口 y クパ{クー鶏主主i性肥では， i!!~機

管 N は NOa--N が1:休を市め， NOg-N 濃度が著しく高いととは同様の傾向を不しているといえる c いず

れにもせよ， ヘムロックパF ク 鶏務堆)]111，では N03-N が無機態 N の主体を行める ζ とは J官杷イヒ過程

の進行の指標 lとなり得るのではないかと思われる。

6 2，有機態 N

新鮮パークは加水分解性 N は全有機態 N の 80% に主主し， アミノ般態 N はがJ 50% に近かった。野外

堆稿、 1:+11亡分解が進むにつれて， ì帆戒し 3 年後 (HB めには f}íJ者は 70%，後者は 36% 1とそれぞれ減少し

た c 加水分解性 N の名 fraction はいずれの場介も，アミノ峻態 NIご次いで未同定 N， アンモニーアーア

ミド態 N，アミ /18主態 N の1i[111C減少したが， アミ/締態 N はきわめて少なかった。また2 各 fraction

の会 NIと対する比E転はアミノ回全態 N 以外は変化のl隔はノJ\さく-_.定の傾向は見られなかった。

ζ のような新鮮ノfークの N の形態および野外貯蔵「ドの変化は， 筆者が先にギ.~~守した森林土壌の A。隠

の場企7) と比べると， 加水分解性 N およびアミノ被態 N(;l:同様の傾向を示していたといえるが， アンモ

ニア アミド態 N およびアミノ粕慈 N の増加が見られない点で相違が見られた。

ヱ号発は加水分解性 N!主ÎN の 90% ICJ主し? 奔しく大きかった。新鮮パークと比べると予アミノ酸模

N ま少なく，アンモニア アミド態 N および未同定 N が多いことが特徴といえよう。

HB-C1 およびらの鶏糞無添加のヘム口ックパーク堆11巴の有機態 N 各 fraction の組成は原料パーク

(HB-3) と明りような相退が見られ!Jかった。

ヘムロックパF クー鶏糞封~nrn， (HB-C-Cc-Cß) の有機熊 N 名 fraction の組j点は，原料パークおよび鶏

糞と比べ-6と著しい相違が見られた「、すなわち， 全 NI三対する比率では riJ JJ~)ÌW?'性 N は 45- 55% とか

なりの減ノレそ示し，アミ/蛾熊 N も 11'.1996 と;片しい減少を示した。アン正二ア アミド悠 N は 16-'

20形で干干しい地 lJfl そノJ 、し， /K! ， il定 N(土 11 、 19"6 でヲ全般的IC'?少の減少をぶしたが2 アミノ拡tf熊 NI士明

りような変化が見られなかったり

以上の幸J;栄は，ヘムロックパークー潟糞堆肥の場合 lこは，有機物。〉分解の進行過程におけ乙 }Jrul<.分解性

N の減少， アミノ機態 N の減少およびアンモニモア アミド態 N の増大という」般的な傾向とよく

致するといえ2') .:)各 N fraction 中アミノ酸態 N がもっとも依機1[: されやすい fraction であるといわれ

ているが9) ， N の分!\機化がきわめて盛んな HB-C-CC，.C6 においてアミノ般態 N の比率の減少が著しい

ととは同線結呆を示しているといえよう。

以 I の結架から 2 ヘム口ックバーク 潟主主堆 iJ巴では， NOa-N が無機1~ N の主体を r1i めること， :ff機

態 N fraction の組成のI自では力L1水分j!71~十七 N およびアミノ酸態 N の全 NIご対する比泳三の著しい減少な
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Tabl記 7. へムロックパークおよびへムロックパークlBJ巴の腐植の形熊

Humus fo玄m of h邑m!ock barks and hemlock bark composts 

持植の組成: Humus composition 
試料名 i

!府組目立 ブ lレボ駿|抽出腐植 l
Name of ! Humic Fulvic !Extract-Jl -_U~!'I'~.l.""" i .L.<-''ld. l.a._~~~_ C"./C f 
compost acid 且cid able ~n! ~ J 

(h-l) l(f-la+fl) humus 

腐植酸の光学的性質
Optical prop巴rty of humic acid 

Rf 

ヘムロックパーク: Hem!ock bark 

0.966 0.283 

ヘムロックパーク j市:肥(鶏糞無添加) : H巴mlock bark compost 

(without addition of chicken droppings) 

HB-Cl 6. 0.962 O. 272 

HB-C2 9包 5 4.9 

ヘムロックパークー鶏望者i休日巴: Hemlock bark-chicken droppings compost 

H B-C-Cl 1. 004 0.337 

H B-C-C4 0.344 

HB-C-C5 0.323 

;'1:)府精の組成は各 fraction-C の全 CIζ対する%で示しだ。
h-) : Fraction-l (遊離型腐梢)の鴎納目安
f-la : j鞍可祝腐瓶

f-l : Fraction'-l 0) フノレポ刊を
ﾟ Iog Kl ~log K400 '!og K600 

L110g K2 ニ log K650' Iog KS50 
Rfl土周航機対;液 C lOOmg/1 0.)濃度における K600 でぶしたっ

Remarks) Humus composition is e耳pressed by the carbon amount of every fraction as per cent of total 
soil organic carbon. 
h-l : Hurnic ac� in Fraction-l (free humus). 
f-la : Acid soluble humus ‘ 

f…1 : Fulvic acid in Fraction-L 
d log Kl ニ log K400 --log K600・
:J log K2~log KS50 • log KS50 ・
Rf is Ksoo of Na-humate solution containing carbon 10() mg per liter. 



0..8 

。守」

0..6 

0.4 

0.3 

0..1 

11 

てお:原村 Jí引!l'\!ζ 損ずる研究(~'í1張) (ir1J田) ち3

45 

Wavelength Wav告 le れ gth

Fi，丸 1 ヘムロックパーク Jげよびヘムロックノれーケ!日 の府事fl}訟の|政J収スペクト '1/

Rr 

J〆

(、芝は適:ι 数字;土政Ji又;1?の波長を 1.1'\す m?，)

Absorption sp記ctra of burnic acids of hemlock barks 乱nd hemlock 

bark compoぉts (Concentratio丘S of hUnlic adds are 乱rbitrarily

chOSl'r1‘ Fi i;" mes expτcss the wa velength ()f absorpti川1. band). 

A 

, 
a 

d弘

~一一一一斗.~~~.l一一一
。 7 0.6 0..5 /, 

1手法判之腐組肢の IX 分 l三l

じ1 司ssiふ‘a(:on diagrarn ()f humic acids. 

Exampl巳

C)...liemlock hark , ;Í亀O" .liemlock bark compost 

(wlthout addition of chicken dropping) , 毒殺
Hemlock h器 rk. chicken droppings compost. 
The lines express thc regression curves hetｭ
ween J ]og K1 and Rf valuGs of humic acids 
(h--l) of representative forest soi]s 

(1) Black soils , (2) Light colored hlack 5oil, 
(dεgraded black soils) , (3) Dark red soíls, (4) 
Wel podzols, (5) Dry podzo]s, (6) Brown forest 
soi1s (moderately moist type of soil) , (7) Ibid 
(Dry lype of soil) , (8) Red and yellow soi!s, 
(!)) Ao laycr札
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どは，堆日巴化過程の進行を示す指1療になり得るのではないかと思われる。

7. へムロックパークおよび各種のへムロックパー

月巴の覇植の形態(結果および論議

供試したヘムロックパークおよび各稀のヘムロックパーク i注目巴の腐植の組成および腐植酸の光学的性質

は Table 7 Iと，腐植酸の政収スペクトル i :ì: Fig. 1 (ζ，腐植般の分類は Fig. 2 1と示すとおりである。

ヘムロックパ{クなどの植物体を構成している有機物と多土壌の有機物の微生物による分解ないし代謝

生成物の豆令や縮合によって生成された土壌の腐植10)を同様の子i去を用いて腐植酸およびブルポ酸として

扱うととは論議の余地が大きいと恩われる。厳密にいえば，腐植自主主(i似物質ないしフルボ酸類似物質とし

て扱うべきであろう。しかし，ヘムロックパークの堆肥化過程においては，それぞ、れの階段に応じて，植

物体を構成している有機物とそれが微生物の分解および代謝生成物から二次的に生成された有機物の両者

の混合物といえる。したがって多 ζ の報告では広義に解釈して，土壊の腐憾の場合と同様の方法で!x:分さ

れたものを腐植酸およびフノレボ酸として扱うことにした。

7-1. ヘムロックパークの腐植の形態

腐植の組成の面では，新鮮パーク (HB-l) と比べると，1"1二貯蔵後 (HB-2) は抽出腐植は相違が見ら

れなかったが，腐植酸の増加とブノレボ酸の減少が見られ，比l立大幅に増大した。 3 年貯蔵後 (HB

3) は l 年後と比べると p 腐~直f唆およびフノレボ酸はほぼ半減したが，比iとは大きな変化は見られなか

った。また， .准積ブロック下部の腐朽がとくに進行していると推定された黒変部 (HB.2a および 2b) で

は，野外貯蔵 1 年であったが 3 年貯蔵の場合と類似、したj商植の組成を示した。

腐緩般の吸収スペクト Jレは，いずれもこt.壌の腐植目立の場合と同様に長波長但Ijから短波長側に向かつて吸

収係数の増大を示した。

新鮮パークキの腐植酸の吸収スペクト jレは 560m片付近に微弱な沼状の吸収帯， 500mμ 付近に幅の広い

肩状の吸収帯， 420 mjl および 280mμ 付近lと弱度の肩状の吸収:需が見られた。分解が進むにつれて 1

年後 (HB-2) 1こは 560mjl および 420mμ の肩状の吸収帯は消火し 3 年後(I-IB-3) には 1 年後と同様

に 500mμ 付近の幅の!よい7言状の吸収帯および 280 illfLの肩状の吸収帯が認められたが，いずれも 1 年後

よりさらに微弱であった。 1 年後の准積下郎の以変部では HB-2 と同様の傾向が見ら ;!Tだが多さらに HB

-2a, HB-2b のiI仰と分解が進むほど 500mμ 付近の店状の吸収拾は弱くなり， 280mμ の肩j状の吸収帯は

HB-2a ではきわめて弱く， HB-2b では消火していた。

とのように野外堆積lとともなう腐植酸の吸収スペクトノレの変化は一定の傾向を示していたが，ヘムロッ

クパークの腐植般の吸収帯の位置は土壌の腐柏滋に見られる 610 ffijl, 570 mん 450 ll1 jl とはかなり異質

であるといえる。

今回の試料中の HB2b を|ゑく各試料の潟植酸の吸収スペクト Jレに見られた 280mμ 付近の扇状の吸収

殺は，リグニン lと出主!とするものと思われる。また， 500 m fL 付近の隔の広い肩状の吸収4誌は，熊田12)が Ao

層のj潟航自費， とくにピロ 1) ン酸ナトリウム溶液抽出の場合に認めた Rp .d型ないし Po ，J 01，1腐値酸に見ら

指 新鮮ノマークの場合には， .Ifi.{l植般の沈誕生を 1 : 100 の H2S04 で洗浄の際に，他の腐植酸の場合と呉なりき洗浄液は

容易に銀色ないし淡黄色になり難く， 8-10 日沈i:fi-後も洗庁子j夜はなお黄色を廷していたが， との段階で洗浄をまj

ち切った。
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れるものに担当するものと考えられる。

吸収スペクトノレの傾斜告示す L1 log K1 (log K4oo-10g K600) および L1 log K2 (log K65o-10g KS50) は

野外の堆積期間が長くなる 1<:-つれて増加の傾向そ告示していたが， J二述のt佐官!プロァク r' f，f;の黒変f;15の腐構

般の ，j 10只 K1 Iとついてはとのような傾向は切らかでなかった ο

Rf i ;:t;ftf~(Yノてータ (HIH) Iて Lじべると 1 下i乏 (HB 1) Ll:lljJ~) ぷう lとイ氏下[ノ蚤 3 年後 (HB 3) は 1 干

?をと同総でありた c J1í市5 ブロック下部の黒変郊では HB-2a /，ま 1 {!'.および 3 年後と i己]総の備を示したが，

HB 2b では顕比一な増加が見られたっ

!)廷の防捕の l易合 lとは ， J(iH痘イ乙の進行は腐植険のL1 1口g K1 の減少と Rf のよ科大が指際となるが5)11) 多 こ

< Iと Rf の増大によ勺て羽りように示される8〉 c しかし， [二述のように参ヘムロックパークの野外対UiJljJ

lとはiÌÎJ主t~の化学的組岐に示されあょう ，C'， 1昨日の経過とともに分解の進行が認められる。したがってP そ

れに L もなって消化f尚早去の進訂が予想されたが3 とよ五の Jog }iもおよび Rf の変化は[撲協舶の:場イ?

とはかなり異質なものであることを示しているといえるわ

壊の腐随般の分知二'iJ:\.5) Iとしたがってヘムロックパ戸クのI1詰植自支えを区分すると， HB-l および HB2b

はお型腐嫡酸ヲ 1illはいずれも RpZ型腐t[[t(険の同i或 lと合まれる o Fig, 2 !C示した A。も含めた森林土壌の

腐和自由良の LI log Kl と Rf とのキU I:10I 関係ぞ示す|口i帰式6) と比べると 3 ヘムロックノ~--クの腐主主酸は ，j log K1 

が大きい lともかかわらず， Rf も大きし土壌の腐植酸とはかなり巽慣な性質与を有することが;忍められた。

}-2, ヘムロックパータ敏肥 (HB-Cl~C2)

鴻ま添加のヘム口クパークヰt)J巴(狂B-C1…C2) の腐植の車問点および腐組酸の光学的性質は，主原料

。) HB-3 と比べると， HB-C2 が府組問主およびフルボ般の比率が多少少なく ， L110g K1 および ，j log K2 が

多少大きかった以外は明りような相主主は見られなかった。 1対続1唆の Ztj は HB3 と同様に 280mμ イ、j‘近 lζ

微弱な扇状の 1j及 J以)，îJif(見られたが 500mμ 付近の慌のíJO: L 、問状の!段収おから熊 l'U12J の Rp ，j 7引に属す忍

と考えら il る。

以上の諸点、は 1 J~~楽協添加!のヘムロックパーク恥:阪の場合には， J1げ巴化過程において腐植の形態的な変

イじはきわめてJ緩慢なことを示すものといえる。

7-3 ヘムロックパークー鶏糞堆肥 (HB-C-C1， Ch C�) 

ヘムロックパーク 鶏糞堆肥の，11~植の klillX;は 2 主原料の HB-3 と比べると， HB-CC1 および C4 では

多少悩地肢の比率が内心 ブノレヰミ般の比率は多少低かった。 鶏主主多 111 の HB じ-C5 では)悶{車内俊およびブ )[.

I、!俊の比ヰqj:多少低かゥた。また2 比はいずれも HB3 より明加を示していた υ

腐lli'i政ω政収スペクト Jレいずれも HB-3 ‘{了見られた 280mμ 付近ω沼状の敗以引は;'ì'j 火し ， 500mfL 

付近の IIIIÎiの広し ')f 11人の l点以帯は nBCC1 および HB-C C4 ではわずかに認、めりれたが， HBCCó では

消失していた。 d log Kl および L1 log K2 はいずれも HB3 より J時大したが， H.fも同様に増大した。路

地般の11'ま 500111μHi止の幅の広い扇状の吸収般の有総によって， HB-C-C1 および HB-C-C4 は熊田12)

のち d 型に， HBC C，は B 型として区分した。

以上のように，へムロックパークJ!li奨jiiUl~の場介も， Jì íj述のへムロソグノ\ークおよびヘムロックパー

ク唯il~;心境イトとはよJdC ， Rf の増大にもかかわらず L1 10宗 [(1 の培ノにが見られ7ここと p 腐植鮫の分類の

Diagram Lの付L置が I)~~の高繍般と 1:Lべるとかなり呉質なことなど， 多くのIf4Jで特異性が見られるとい

える。
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8. まとめ

との研究i土木質廃材LltJIEの規格化を主日[巾として行われているが，ヘムロックパークを主原料とする堆

肥についての検討が終わった階段に過ぎないので，木質廃:t;!堆肥全般についての規格の設定は今役の問題

である n

筆者はJita巴の熟成ば微生A物の作用による有機物の分解，河合成の結果として示される有機物の変化を中

心に追求すべきであろうと考えているの N および各葎の無機成分濃度， pH などはこれらの微生物活動を

支配する因子として，また，製511を土壌に施用する場合に植物;こ対する肥効という聞から考慮すべきもの

であろう。

との主うな考え方に立てば， 倣生物活動による腐杭イI~，過程の准行!とともなう色調!の黒変(尽褐色イじλ

CEC の噌大， !扇植酸の LI log K1 の減少および Rf の増大に示される腐陥イヒ過穏の進行， N の形態の変化

などに，幣胞の熟成の指標が求められるであろうと予想されたの

しかし，今日の結果は色調は熟成の基準になり難いとと， CEC は熟成iとともなって増大するが， 野外

に長期貯蔵したパークを原料とする場合には変化の!隔が小さし指標としては多少難点がある ζ と，腐柏

の形態的な変化も土壌の腐憾とはかなり呉ー質な性震を示し3 また，腐植阪の Rf の増大も変化の 1[1高が小さ

し指標としては難点があるととなどが認められた。また N の形態の変化については，加水分解料 N

およびアミ/機態 N の全 N!乙対する比率の低下がけんちょであったが， との点は冨iJ原料として添加した

鶏糞および尿素の N の変1[;によるものではないかと考えられる。さらに， NOg 化成が盛んで，無機態 N

が多く ， NOg-N が主体を占めることも同様に鶏禁一および尿素の N の変化によるものと芳えられる。

以上のように，作業仮説の階段で有力視されたいくつかの図了は，ヘムロックパークの場介!ては熟成の

指楳として用いる場合には，なお検討の余地が多いように思われる。

その他有機物の組成の変化については， 森林土壌の AoJ膏の分解過程において Hemîcellulos巴およ (ß

Lignin は微生物によって再合成されるために，その変化は一定の傾向を示さないが， Cellulose は分解過

程の進行!とともなって減少し，分解過程の進行の指標となり得る ζ とが明らかにされていろ 3) 0 パーク i作

肥の熟成の過程においても問様の変化が予想されだが2 一般!とパーク 2 とくに針葉樹パークの場合には，

樹皮ブェ/炉 Jレ際およびスベリンが多量に合まれp セルロースの真の定量値を求める場合の大きな障害と

されている。したがってヲ有機物組成の変化の検討ば方法論の検討も合めて別の機会iと譲るととにした。
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Studie思 011 Woody W:拙te Co限posts Pa霊t 1 

On th号 hemlock bark c酒mposts

Hiroshi KA  W ADA (1) 

1 , Introduction 

W ood residues in the lumber industry in Jap乱立 amount to morc than 8x 106 tons all l1 ually, 

including bark , sawdust and chip dust，巴tc. Most of them are burnt or abandoned , causing 

a source of public nuisance. 011 the other hand, as the h日avy application of chemical ferti閉

lizer 乱I1d the decrease of Conlpost or stabl巴 manur巴 supply has continu巴d since the W ar , 80il 

deterioration and reduced fertility has becomι巴 a serious problem in recent y巴ars， with a re回

newed recognition of th巴 importanc巴 of organic ferti!izer. 

It is only a short time since the first production of sawdust cornp口st was begun in the 

for配st nurseries for their priv乱te use in 昌bout 1955 and gradually spre乱d into agriculture. 

Th巴 production of bark compost has come to be und阜rtaken 0ロ a large scale in pap巴r manu 

factories , pulp and chip factories , as well as sawmills since about 1ヲ69. It has increased from 

y巴ar to year, and in 1976 it reached about 26 x 104 tons in a score of factories and it took the 

most part of the woody waste composts. 

At present, thc bark compost is widely used in tobacco cultivation, gr巴巴nhouse culture 

of veg巴tables and ornamental pl呂.nts ， orchards and tea gardens for bas旦1 dressing in new 

pl旦nting trees and mulching. In addition , it is used as the material for soil dressing in lawns 

of golf courses and parks, and soil amendment material to tree lands n邑wly establish巴d in 

and outskirts of big citi巴S. Thus the usefulnes8 of the bark compost is b巴ing 巴xpand巴d匹

As a g巴n巴ral trend, the barks 旦re extr邑mely high in C;N ratio, reaching 1.0 more than 

200, and they are abundant in hardly decomposable organic matters , 8uch as lignin and alcohol “ 

benzol soluble matter，巴tc. They also contain the growth inhibiting substanc巴s for plants 1iI柁

phenolic 呂cids ， etc. Those fa仁ts are serious problems for compost production. 

According to the wide distribution of factories all over th巴 country and the rapid incr巴邑日e

of production of bark compost in recent tirnes 司 the c1乱mages of plants by th巴 deterious comｭ

post fre司uently caused serious t.rouble by the users. Subsequently, the standardization of 

bark compost is strongly requested from the users. 

As the works on the woody wast巴 compost up to the present were conc巴ntrated on the 

manufacture of sawdust compost and its application in agriculture and forestry , 80 its proｭ

perties and cornpositions, especially those of the bark compost, W巴re vague. 

Th思 author sought to throvv light on the properties, compositions and rip巴ning process of 

woody waste composts for th巴 ir standardization. At pr巴s2nt， one of thむ principal raw materﾌｭ

als of bark composts is the bark of imported hemlock 1ogs, and the rest is that of domestic 

broad-leaved deciduous trees. A t the outset ()f th巳 study， he stated the inform品tion on th巴

h巴mlock barks and their composts in this paper 

Received July 13, 1978 
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2. Selected mat開ials

The sel記cted hemlock b，ぇrks and t}1巴ir composts wer色。ff巴red by the courtesy of Shim�u 

Lumber Industry Coopcrat:ivεAssoci日tion.

2-1日直emlllck bark自

1、he imported hemlock 10gs wer己 peeled off i内乱おctory aft巴 r their storage in 乱 nlarine

timber yard司 '1、he discharg巴d barks were heaped in an open h巴ap yard on 乱 large scale, reaじh.，

ing to s巴ver昌1 thous乱nd tons and about 6 m in height in every h巴ap. Thc raw material of 

t.he hemlock bark compost in this factory i8 about 3-year-old bark. 

ひ巴molishing the side of heap, 30..4 kg of sampJe was taken from its fresh face ‘ Without 

stripping the xylem stuck to the bark , it was chopped , air-driecl 江口cl mi叉ecl. A portion of it 

、vas ground to pass 1 nlm sieve lor analysis , 

A brie� clescription of the selected hemlock barks is as described hereunder. 

11Bネ11 . Fresh b註rks. Only about 2-month-old. They wer巴 t乱ken out of the fresh face 

of h巳ap 4 m 1η 

HB-2 :トyear持。ld barl出 They were taken out of the same position as HB-l on a separate 

heap. 

HB 2a and 2b: A port�n of the low巴r part ()f the same heap 乱s HB--l , 1~2m � h巴ight，

was extraordinar� clark co!ored. Its strongly blackish hue suggestec1 an extreme]y advanced 

rottening process. 1ts more moist condition than its vicinity sugg巴sted that it was u日d巴r a 

moist regime all the time. However , the blackish hue anc1 rotteness were limited to only the 

suriace thin layer of bark , and its central portion was almost unaff巴ctecl. Th巴 sample was 

divided into two parts岳 The entit 日 lot of on己-Í1alf was prepared in the same way as the 

abov巴ーmentioned and n旦med HB-2a. The rest was air-dried , tappecl 日 nd 2 mm  si 巴 vecl ， and its 

fハ19i1e fraction w乱s named HB-2b 

HB -3 : 3-year-old barks. They were taken out of the lower part, 2 m in height, of a 

sep乱f呂te h問p. The barks in the sarne heap were the raw m司terial of the se]"cted bark 

じompost d巴scribed hcreunde工二

2-2. Chi思ken droppings 

心不2_1 -Chicken droppings stored in the 丘uthor's laboratory. 

2--3. Hemlock bark cllmpo島知

The eight composts c1escribed hereulld色r were selected. Theiτmixingτatio~3 of auxili註τy

raw materials were stated in Table 1. Those composts were h巴乱pecl inc100rs or in a yard 

he乱p with roof. 

河BCl~C2 anc1 HB-C じじ3: Th巴y were the trial products. The mixing ratios of auxi “ 

liary ra\~l 11)呂teτials of HB-GCr -C2 were the sam己 as th082 ()f thεm巳rch&ndised products. 

Their manufacturing process was as follows : Scale; 1 ton of h巴mlock bark basis. Heaping; 

4 months. 1ミemixing; 2 tirnes. After ripening; 1 month. 

HB C-C4 : One of th巴 h日rnlock bark composts ()ll the markeL lt is 五ne granul呂ted by 

grinding and sieving 乱fter ripεmng. 

Hß-C-C5~~C6 :寸h巳y w己re the trial products entγusted with their product綷n to Shimizu 

*1 日B is an abridgement of hemlock bark 
*2 C is an abridgement of cbicken dropping. HB-C is an abridgement of hemlock bark compost (with司

out addition of chicken droppings). HB-C--C is an abridgement of hemlock bark-chicken droppings 
co流lpost.
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Lumber Industry Coop巴rativ巴 Association. 1、heir extremely high mixing ratio of chicken 

droppings is requcsted from th巴 stock回 raising industry. Their m乱立uf乱cturing process was 

th巴 sa11'1巴乱s that of thc abovem巴11'tioned trial products. HB , C-C5 was sto工巴d for about 1 y巴ar

in packeges 乱立d HB-C-Cs was a fresh compost just after ripening f()r 1 month. 

3. Am主Iyticlll method 

3-1. Examin晶tion of a:nlllytic晶1 method 

'1'h巴 author made 30m巴巴xarni立ations on the analytica1 m巴thods prior to his routine 明'ork.

3.-1-1. The effect of air田dryness of fresh compost 0ロ its inorganic N concentratÍons 乱nd

th巴 comparison of them by MgO distillation rnethod and CONWAY micτo dj[fusion m巴thod.

The author wished to use the air-dried compost for its ch巴micaI analysis i ロ his routin巴

work. Even if the grinding 呂日d sievin巴 wer己 n巴cessary for the prep呂ration of homogen日ous

関口l.ple ， their practice was almost ロot feasible on the moist fresh composts , Suhsequently he 

examined the effect of air-dryness on the inorganic N concentrations of fresh compost. 

The brown hue of 109ぢ KC1 extract of compost for the determﾏnation of inor伊nic N sugｭ

gested the elution of abundant orgallﾍG matt巴r and subsεquent NHg generation at MgO disｭ

tillation by the decomposition of organic rnatter. H巴 also mad巴乱 comp日ríson of inorganic N 

determin巴d by MgO distil1ation method and CONWAY micro diffusion method. 

The four hemlock bark-chicken droppings composts and broad-1eaved tr巳e sawdust寸10g

droppings compost wh�h were 五日e granular were se1ected , T、heir inorganic N in fresh and 

after air-dried condition was 巴xtract巴d by 10% KCl solution and it was determin巴d by the 

above-mentioned m巴thods.

The results wer巴巴xpressed in Table 2, 

As the difference of NH4-N and NOs N COll C8ntr辻tions by both lTlcthods , rcsp巴じtiv日 Iy ， w旦S

negligible, he adopted the MgO distiJ1ation method in his routin巴 work ，

NHcN and N03 N concentr旦tions of every C011lpost increas吋切ア air-dryn出s. Th巴 rates

of increase by air-dryness (air-drü:d!fresh, p巴r c己nt) of NHrN wer巴 extr巳mely high , and th巴y

r巴乱ched 2.1~5.5 times , but their amounts of increas2 were fairly small on the hemlock 切出国

chicken dropping composts which wer日 very low in NH躁 concentration 目 On the other hand, 

the chang巴s of NHcN of BS-H-C4* 旦nd NOs-N of every hemloじk bark-chicken droppings 

compost were vice versa, and their rates of ﾎ.ncrease weτ巴 only 13496 and 106~~132% ， respεc 

t咩ely. 

the general situ以ion of chcmical composition of the composts 

3-1 2, Comparison of 2気 citric acid soluble P205 and 2.5% ac日tic 旦cid soluble P205 

The phosphorus form of compost is 0旦巴 of th巴 irnportant factors from thc point of view 

of fertiliz巴r. '1' 11 巴 author wished t口 dctermine the slowly available P205 of thc sdectcd samples 

by 2,596 acetic 2cid extraction instead of by 2,0% ci.tric acid extraction which i8 thc official 

method for phosphorus f巴rtilizer. As the abundant 巴xistence of cit下ic acid in test 801 ution 

interferes with the color development at thc spectrophotometric dct巴rmination of P九20仇)λ5 by 

ffi(口叶〕汁lybc凶)(刈c] o

acid仁d and NH丸壬口mωoly七bd乱t犯己， th巳 dircct deterrnination o[ Pl)5 with 2.096 citric acid 巴xtraじta l1t 

was limited to on1y the phoshorus rich samples. On the other hand , acetic acicl, even if it is 

本 BS-H-C is an abridgement of broacトleavcd deciduOllS tree sawclust-hog droppings compost. 
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abundaJlし does not interfεre with the de 守 elop日 lent of the 11101ybdo-phosphoríじ b1ue 1.20101". 

Th邑札口alytical method was as foHows : 1 g of sample was extract日d on a shaker with 100 

ml of 29ぎ cìtric acid or 2.5:76 acetic acid for 1 0τ2 hours, respecti vely. Th己 suspension was 

u叫rifuged and the cmpc明治旬以加iutiり "Yvasεmalysed by moiybdo-pÌ1osphori仁 blue rn日thod

(Snじ12 lI(二 1 systむm).

As stated i江 Table 2, th巳 Pl)5 C011.じcnlraiion of every sample with both exlract乱 nts well 

ag:rccd! 乱 ncl subs以Juently lhe author adopted 2η応出、etìc ac�l soluble Pぷん in his roul�e work. 

:, -1 -1. On the humus comhi江口d with Ca 

1'hc woody waste composts with 辻dditíon o[ じhi仁ken droppings werじ日li釘h Llyιidi<ー~

slightly basic in their reactioll 乱nd thev w巴re rich i日 Ca in g日n官E註1. '1、hose faじtors suggestcd 

1:he possibility of abundant existcncc of humus combined 、 vith Ca , and subsequently the autbor 

ex日 mined lh08c problems p士1リr to his nmtine work 

The 乱nalyti仁al method ()f humus was thc sanw as thaL 011 りrest soils by the 礼\J thり γ引

The pH v乱lue of BS H-C, w出 7.10 and its CaO and MgOιOllcentrations wcrむ 3泊0696 and 2.3:3 

f転向spectively. and iLs detailed chむmical property 乱nd composition will appcar in Parl 2 of 

the study. Thos記 of HB じ C2 品 nd C� WC�c st乱 herと uncler in Table 5. 

As stai.ed in Table 4, th日 humi仁川id combin巴cl with Ca (h -2) wa日 on1y aboul 105'6 of t11e 

fγee hUllll仁 acid (h--1) ou HB…C--C2 and 仏， and it 日お neεligible 011 1対日仏 Sub邑equently

thc al1thor omittecl Lhεdel 巴rrllHl 乱L.i on of h l1n I1 J日以)mbinヒd with じa (f--2) in l� youtiロc work 

3-2. Analyt兤al metho品

TlJe analytical 111色thods 01 routine work were 品s follows 

Color; rt w託s e文pressed by the color chart ()f MIJNSELL sy日tem on the 誌でけund and sieved 

air-dried 日1111p10困

]"ot乱 1 organic C; lt W<lS delβrnnnだ仁1 iJy 1ho chromk 2lCid t咜ratiol1 1τldhod2í ， adding 0ぷ料

。f Ag2S04 to ヒlimínate the interf記n、nce of Cl in the sampJ札

1 ・otal N; Or誌anic N was determinec1 bv KJELDAHL mcth(川社nd N03 -N , separateJy deiermi 

necl , was adcled. 

vVateγ おりluble C; 10g of sampk with 100ml of water was on lhe 5h乱ker fo1' 1 hour 乱nd

centrifl1ged. ml of supernatant solution, 5 ml of 0.:1 N K2Cr207 邑olutioll ancl 10 ml of H2S01 

were mixecl and th巴 following pro仁己durむ was same as tb日 L of totai C. The un仁onsumcd K2じr20'1

was titratccl with 0.1 N ferrous-ammoniurn suUale soluti(日1

CEC; It w辻s detennined by PEECH 日l.ethod.

'1、owì K 20 , Na20. C乱。号 MgO ancl 1'205; K 20 , Na20ヲじaO and lVlgO were cletermined by 

ai0111ic 礼bsorption spe仁1r0111 色try and P205 spectrophotomctrically by molybdo-phosphoric acid 

blue mcthocl (SnC12 討Cl system) after the digestjoil oJ s乱mpIe with HNO,,-I-lCIÜj mixtur巴。

Water soluble P205 江口d acelic acic1 solulコle l'20臼， 1へ 5 g of samplε witb 100 ml りt

wat巴r o:r 2.59�: acet� ac:�d. \"l乱s ()ロ tbe sh乱ker for 1 or hours , respectively 可 and centrifuged 

The superm1.lant solutions v-、 ere 孔lla]y ，"cd with thヒ same rnethoc1 江お total Pポ〉か

じ1; 1 g ()f sampJe with 100 ml of wa¥er wλS {J!l the shakcr J()r 1 hour and じむntrilu日以1.

The supernatant solution w孔saれalysed S]l巳ctrophotometγicaHy m巴rc日 ric-thiocyanate method_ 

pH; It lTlむasurcd 1 : :) sl1spemiﾍon 

Eじ 1\ ¥vas measurecl with 1 : ;; suspcnsions on cllickl'JJ droppin 手~S alHl b:n 1くじ〈川}υOS1人 and

1 10 slJspension on barks , 

()rg'an ic N fr;-H.: tÎ.O日 Or足以lÍc N \V;:iぉ tracti_on;ぇ tccl into arniclc -N , amin()sugi1、γN ， aηJI 口()

U仁 id- l\， unideuWicd 1\ λnrl u工lhyd工olyzablc N aftむ r hydro]y;.;aLio目、vith 6 N HCI Cor 2,[ hours 
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at 110oC7l 

lnorganic N; 10 g of sample with 200 ml of 10% KCl solution was on the shaker for 1 hour 

and 五ltrated. NHcN was det巴士mined by MgO distilIation method and NOs-N by the same 

了n巴thod with addition of DAVARDA alloy. 

Humus form Fraction-l of humus was determined by the same method as the forest soi14l. 

4. The chemical p:roperty a.nd 。f hemlock ba:rks 

and chicken droppings (Resむlt and discn自

4-1. The change of hemlock ba:rl五自 during the storage in th阜 open yard heap 

'1'h色 analytical results weτ巴色xpressed in Table 5. 

Total organic C concentration of 巴very bark was 48.~5696. 

Total N concentration incre乱sed with the lapse of storage term and 8ubs巴quently CjN 

ratio decreased in the same order. The CjN ratio of HB-l (fresh bark) was 255 and th旦t of 

HB-3 (3-year-old bark) decreased to 161. That of HB-2b which seemed to be under 巴xtremely

rottening process yet remained only 141. Tho日e C/N ratios of barks were 巴xtrem巴ly gr悶t巴T

than those of straw and litter , 巴tc. ， the raw materials of habitual compost呂田

The water solubl巴 C concentraUon was :'.996 in HB 1 and it reached to 0.69-6 in HB 3, 

dεcreasing with the lapse of storage term 

CEC of HB-l w丘s 41 mejlOO g and it is extremely greater than that of fr巴sh sawdust which 

is about 10へ~15 me!lOO g. It iucrεased during storage and reached 69 me!lOO g in HB-3 and 

78 mejl00 g in HB~2b. Those high CEC of h邑mlock barks was wor¥hy of note. 

Total Na20 , C呂o and MgO coucentrations gradually increased with the laps巴 of St01何日ge

term , too. But the mode of change of K20 concentration during storage in open yard heaps 

seemed to be different from that of other inorganic ingr巴dients. Comparing with the barks 

in the upper parts of heaps , th巴 r巴markably less K20 concentration of HB-2 (l-year-old bark) 

than that of HB-l gav色 the rapid leaching of K20 out of the plant materials. But its less 

decrease in the lower part (HB-2品目md -~2b) than that in the upper p乱rt (HR-2) in the same 

heap , and its distinct increase in HB-3 (lowcr part of the s巴parate h巴ap) than th以 of HB-l 

were noticeable. Although those f旦cts were not the successive changes on the same samples, 

they s巴emed to 8Uεgest that the leaching of K20 would be less in the lower part of the very 

thick he乱p th日 n in its upper part，日r a part of K20 leach巴d out of the upp巴r p乱rt may acｭ

cumulate in th巴 lower part. 

Total water soluble and 2.5 9"6 乱cetic acid 801uble P205 slightly d巳creas巴d after 1 year, but 

they di8tinctly increased aft己主 3 years. The rate of 2.5タ6 acetic acid soluble P205 to th巴 total

P20Z gradually incr巴as巴d with the iaps巴 of storage term. bu t it r日ached only about on巴戸third

after 3 years. In the author's opinio !1, the most part of acetic acid insolubl巴 P205 、Nould be 

organic form. Generally speaking, though it was forecasted that the miner昌liz昌tion of organ� 

P20� increas巴d accord匤g to the adv丘nce of rottening proces弓 of organic matter , the greater 

part of total P20� yet rema�ed as organic form after 3 years. 

The Cl con仁entratíon of hemlock bark from marine water was frequently paid serious 

att巴ntion as the i 口lported hemiock logs were stored in a m日 rine timber yard. It is 去巴nerally

conceived that Cl is one of tbe in兵redi巴nts easil y leached out by water, and subsequently Cl 

in the h巴mlock bark from marine wat巴r is rapidly lost during their storage in an open heap 

yard. However , the obtained result verifì巴d tha t the l110de of I巴aching of Cl in the very 
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thickly he日 ped barks was complí仁ated. 1¥ lthough ihe rcmarkably lcss じ1 coねじentration in 

HB 2 than that in HB-l seemed to prove this , the distinct increase il1 HB-2a , 2b al1d HB :3 

which werc in the lower part of heap suggested the accumulation of Cl leached out of the 

upper paγ 1. of heap into its lower p乱rt

ECγaluc日 01 the sele仁ted barks se巴med to relate to thc watcr solubl巴 ingτeclient ， such as 

CI and 80 on , and they wcrc fairly high e文じept H.B 1 乱nd HB-2 , 

Thc 出lected lJ，]γks wcτe acidic in thcir reaction ancl their pH v乱 luc \Vcn, abou! 5.0 or 
less. 

4 2. Chicken 品roppings

Thc 仁hemical propcrty and じりmposìtion ()f cl�ken droppings were statecl ill T呂ble G. 

The remarkably h�h concentration8 of P205 , Kl) , CaO 乱nd MgO, especially th08e of 

ancl P20ð , -were worthy ()f tlotむ The author also attached import日!1 CC to its remark乱bly h刕h 

Cl c 口n仁巴ntratíoη Although the Cl conccntratioll of thc 11c 口llock bark日 fτom marine watcr 

was frequently attachcd irn下 ur\ance as abovc-mc江tioncd ， the Cl [rom ch�ken droppings in 

tﾌle bark compost \νith aclditio!1 of thcrτ1 as an au文iliary raw mateγi旦 1 is also the poinl to 

marlに

5, Chぉm.:ical property and c府刷。f heml時ck

bark むompoots 誌esult am:I diseu品目i011-2)

The chemical prop巴rty and cOlnposition of thc. scleclcd hemlock bark cotn戸時t8 ,vere stated 

in Table 5 

6 1. HE-C1 and -C2 (Hcr言llock bark compost without addition chickcn drollpings) 

Their C!N ratios distinctly decr巴as日 compared with HB 3 but they still y 令mained ill a 

high level , about 100. T、ho'lC values su記gむ日ted thaL thoseω1江戸間1:8 wete i孔 a rather immat:ure 

stage. 

HB -C1 was lTlorc 1 i 記 ht c口10red than th巴 selectccl hcmlock bark.chicken dro[Jpin日s composts 

but HB-C2 was very dark じolorecl. The bIackellin立 ()f hue of hemlock baτk by keeping in 

slightly aJkalinc reaction witl可 addition of cal仁ium hydroxide as HB 2 veri fied 1:hal the hue 

01' h巴mlock bark compost had no clo日e corτ仁latioll tけ its quality or advance 01' compostiロ g

]Jrocess , 

Thcir 10w CJ 正 oncじntr社tio江S VvTr巴 unexplainable; perh乱ps it may be 乱ttribut乱 bJe to Lhe 

abovc-mentioncd uncvencss 口f Cl 仁onccロlration of old bark accoτding to its position in t.he 

heap噌

5 2. HB-C-Cc-C4 (He拠lock bark回chickcn d開ppings cIJmpost) 

Thcir hi只h cOflcentrations o[ N , 1'205 , K 20 , CaO and Mg� were Erom the au文iliaてy ra¥v 

materials , i. chicken droppin只s and ureaる The diff記rences 01 nutrienL CO!lcent工ations and 

their mutual ratios amOll又 thc s己lected composts w己re lln己主 plainable with their mixing ratio日

り f auxiliary raw matcrials exprじs，;ecl in T乱ble 1. Pcrhaps �t. m乱) l)e attributable to t.he 

un巴Vεn mixi口g of auxiliary raw materials*. 

The ll�(Jst p孔 γ~ of P20, ()f t.hc selected じ()rnpりお L缶 、vas rapidly ancl sl心、vly 乱、乳ilable P205 as 

じxpresscc1 by thcir ratiω()f 2_5汚己仁巳tic acicl soluble 1'205 to lotal 1-'200 that re，じhed 80 85;;ぅj

More than half of totaﾌ P2()5 in llB :5 and 仁hickcn droppings was organiιfm 日 t and a greater 

キ The m口dng of auxiliary raw maìerìalぉ anrl the rClnixing of cornpost ,^,'3S done by hand on the t.rial 
pfoducts, HB -C C1 ~C2 
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part of it changed into inorganic form during the composting proce己S.

vVater soluble C concentrations werεexiremely low and th巳y were only 0.6% and 1巴88 of 

total Cιlt was said that COD (chemical oxygen demand) would be an index of 乱dvance of 

compostmg proc巴S8. Th巴 author applied the water soluble C concentr乱tion to the compost 

instead of COD by K2Cr207 method. lncluding HBC了、 C2 abov巴ーluentìoneぺ旦nd HB-C-C5c~じ6

d巴scribed hereunder, the water soluble C concentrations of the selected composts were extreｭ

mely low and no c1ear differcnce was seen 日 mong them. Consid巴ring th巴 differ巴nce of m乱

turity betwee口 HB-Cl，，~C2 and Hお…C-C工 "6 which w託s suggested by their N and humus forms 

described herεund巴に the author was of th巴 opinion that the water soluble C concentration 

would not be necessarily an adequate index of maturity in composting process on the hum ゅ

lock bark compost. 

The じ1 concentr日 tions of the selected co九:lposts were pτetty high 

Their CEC were fairly large and they reach巴d 86""94 m邑/100 又 but th巴ir inじ工ease dur匤g 

the composting process was not distinguish巴d. lt was th仔はght that the increase CEC would 

b巴 an inde又 of maturing on the sawdust-chicken droppings compost. Considering the extr仕

mely low CEC of fresh sawdust , reachin広 only 1O，，~， 15 me川)0 g , and high CEC of its matur巴d

compost, r四ching 70~80 mcjlOO g , such view would be appropriate on the sawdust compost 

However , the anthor was of the opinion that the incγease of CEC would be rather inadequate 

on thc hemlock bark compost bec乱use of its narrow range. Though it is a problem left for 

the futur巴， the separat巴 standards correspondin符 to th己 raw mat巴rials or manufacturing proｭ

cess巴s will be indispensable if CEC is to be adopt巴d as an index of maturity of compost. 

Their pH values w巴re 5 .40-~6.60 and their EC v呂lues were fairly high and r巴ached 2.0.~ 

3.0 m mho!cm. 

!l 3. HB-C--C r,- Cs (Hemlock bark-chicke民 dropping茜 compost 官ith 説dditioll of extremly 

昆bl1ndant chicken droppings) 

Their extremely high concentrations of P2Ü5, K20 , CaO anc1 MgO were due to the high 

mixing ratio of chicken droppings. Howむver ， th巴ir 巴xtremely Jow N concentτations than th巴

exp巴cted valuεs suggested their remarkable 10ss of N cluring th巴 composting process. As a 

mat.ter of fact , the strong scent of ammonia during the composting process，巴specially 旦t the 

remixing, suggested the abundant 1088 of N as ammonia. However , the scent of ammonia 

was almost l08t after ripening. From tho日巴 results , the he品vy mixiog of chicken droppings 

do巴s nor p乱y from th巴 viewpoint of N economy. 

Their pH v司lues w巴了e nearly neutral a立cl thcir other propertiむS 乱nd compositjon日 、ver巴

similar to those of HB-C-Cr"C. 

and hemlock ba.rk c(はnposts

The nitro記巴n forms of th巴 selectecl hemlock barks, 仁hicken clτoppi 日立s and helnlock barl王

じomposts wer巳 stat己d in Table 6. 

() 1. Inorganic N 

Th巴 inOí~ぇanic N 仁川lじcntrations り r hernlock i)，げ!日 wc工t. cxtrcmcly scanty and 1h巴y 了eachcd

only a few ppm in NH丞 N ancl NOg-N rcspcctivcly except NHs-N o[ HB 2a rcachecl 12 ppm. 

They were only O.19t and less of their tota1 N 仁oncentra tioTls. 

Inorganic N 仁Ol1ccntratioll ()f chicken droppings W3日間tremely high and itγe乱ched 2,700 
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ppm 乱nd about 596 ()f totaJ The l110st part ぱ it was NH4-N. 

NHcN conιentratjüns ()f HB Cl-~-じョ reached only ab()ut 1(L-I~) pom , thou"h thcy incre日sed

comparing with 1IB.3 and the叝 NOg-N yet rem三üned on the s匇ilar level to that of HB--:3. 

The inorganic N concentrations of 丘B じじ1~，-C6 weτG 乱 bout 30ru80 ppm in NHrN and 

300--. -3,000 ppm , most of thenl were l ，OOO，，~3 ，OOO ppm , in NOs N. T、hむir 巴xtreロl1cly strong n1. trﾌ ~ 

五cation and hi ぷh r乱tío of inorganiじ N to their tot旦 I N , reaching to 6--145ぢ屯 w色re worthy of 

notc 辻了ld they wcτとり日巴 ()f the 仁ha_ra仁 tcri 日tic features of rhe hemlりじ k bark ch兤ken drüppin広告

cornposts. 

6--2. Organic N 

The hydrolyzable N of HB 1 reaじhed 80% ()f its l�al orgamc and its amíno 以 id N 

to near 1 y a half; the 卲rme r日 decreasecl to 70% and the latter jo 3596 in HB-3. 

On the fractions ot hydrolyzable N , tﾌle unidentifìed お了 ranked ne疋1 to amino acid--j¥J and 

[o�!owed in the order 託行乱日üde--N 1 飃TIirlo sugar , N in every stage 01' rot捻ning process during 

storage. The latter t'lγo fractio日 s w己 re rem呂rkably lcss than thc f()γmer two，旦nd 正~specially

the extremely Jow rate of 乱立1ino sugar --l¥f ¥vas l10ticcabJe 

The change (Jf every fr乱ction except 乱mino 乱じicl-N during the storage 劦m�ed witl� il 

narrow ranεe 品nd it has no cert辻in tτend. Thεtrend th礼t hydrolyzable N and ami 日() acid-N 

decreas(~d accordin只1:0 the advιlO CC 01' rottcning process ()f bark was quite simi1ar to that. of 

the litter clecomposing process in 1¥0 la予で了 ()f forest soil hlJt 110 di 思tinct in仁reas(為。f amide-N 

and amino sugar N w旦s di目立reed

The hydrolyzablc N of chicken rlroppings was more 乱blJndaηt th迂n th乳t of fresh bark 

(Hおり ancl i t reached ヲ0;J6. 1'he less 乱mino acid ancl lIlZJre amide-N and uniclentihed N in 

chicken droppings than those ()f fresh bark was notiじ巴呂ble

The organic N compos�ions of HB-Cl~ ，C2 ねて1 HB 3 w"re sim�ar bはt those 01 HB-C-Cj 

l へ"C6 were quitc distinct fro111 those of chickcn dτoppings ， UIう :1 鳧nd HB-Cj 九 .C2 . The rem乱.[­

kable dec了eaSE、 of hyclrolyzable N ancl amino acid-N ()f H B-C-C1 、 Cs ， reachin記 only 45 ，~S55ぢ

and 11 -1996 respectively , werじ woγof note. rl、heir amide-N aIso was distinctly incrcased 

but unidentifiec1-N w乱s sliιhtly dεcreased as a whole, ancl the ch札口εes ()f arní 刊行 sugar-}J 

wer日 vaguε

The above-mと ntionecl results s!1owed that thむ trεnd of chヨng巳 of or只anic N composition 

durin広1:hεζomp(泊tini只 proc己58 of hernJo仁k bark-chicken dτoppin~ミs composts we1] agreed with 

the general trend of 0τまanl仁 rnatt巴r decomposing proces己i. e. the decrea問。 f hyclrolyzil ble N 

atld 乱mino acid-N a日d the in口問問。f amic1e N. 

It is sairl that amino 日c- icl N is the most mineralizable fradion a TllO日記 tl!c or停泊iじ N

frac1ﾍons9l. Coosidering the strong nitrifi仁川 ion の f llH 仁 C1 どか thei 了 distí 口只 uìsh(九1 deじγ 日孟

of 乱Inlno a仁id N had a simíl乱 r I:rend 

Thc above-mcntiollα] resu!Lぉ shりwed thaL the stron日 nitrifìcatio l1， dc仁了じasむのf the rate 01 

hyclro]yzable N and 乱口l1no acid-N to total organic N \vりuld bc th(' inde又es 01' advancc of 

composting process 00 the hemlock bark--chiじkむn droppiロgs 仁ompりおts.

7香 Eまumus forms 時.f heml骨C]{ harl王宮内mp(賠訴

and 

The humus com]lositions and optica 1 propεr Lies of h 日 mic 乱cicls of hcmlock barks and 

hemlock bark composts were statecl in Tabl日 Theír absor ptìo孔 spect士a 01 humìc 社cid were 
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expressed in Fig. 1 and thcir cl乱ssi五c昌tion in Fig. 2. 

In the author's opininon, it may b巴 a much dcbated point th乱t the fractionated orεanic 

matter from plant matεrials by the sam邑 method as soil humus wer巴 nam邑d humic acid and 

fulvic 旦cid on theiτsame r巴sponse to acid and alkaline as soil humus. As the soil humus is 

a resynthesized organic matter by po!ymerization or condensation of the decomposed or meta 

bolized products by microorganisms, he has to give th巴 nam巴 humic acid-like su bstanc巴 and

fulvic 昌一cid-like substance in 乱 strict sense. How巴ver， he uses the term of humic acid and 

fulvic acid in a broad s巴nse.

7 1. 資um睦s form of the hemlock barks 

1、he following facts were obscrv巴d on the humus composition : The incr巴ase of humic acid 

乱nd the d巴crease of fulvic acid , and subsequ巴nt1y the increase of r昌tio in HB 2 (l-year司

old bark) comparing with those of HB-l (fresh bark) w邑re r巴co宮nized. '1了he humic acid and 

fulvic acid were reduced by half , but ratio was comparable in HB-3 (3-ye乱r.old) in 

comparison with those of HB-2. The humus composition of HB-2a and -2b was similar to 

that of HB-3. 

Th巴 absorption spectrum of humic acid of HB-l expressed no distinct peak of a bsorptioJJ 

band but a very weak shoulder at 560111人 broad shoulder 呂t 500 m fL and weak shoulders a t 

420 and 280m件 According to the advanc巴 of rottening p了ocess during stor乱gc ， th己 shoulders

at 560 and 420 mμdisa ppered in 狂B-2， and the shoulders at 500 and 280 mμwere yet recogｭ

nized in HR-.2 and -3 but they wer邑 mor巴 faint in HB 3 than HB2. HB• 2a and -2b expresｭ

sed a similar trend to HB-2 on the whole, but the broad shoulder at 500 mμbecame more 

fa匤t in the order as HB-2a, HB-2b. The should巴r at 280 m fL was extremely faint in HB-2a 

and i t disa pp巴ared in HB-2b 

The above-mentioned changes 01 absorption spectrum of humic acid oﾍ h巴mlock bark ac由

cording to the advance of its rottening process expressed a c巴rtain trend. But the vヲvave]巴ngth

of absorption band was quite distinct from those of humic acid of so� humus where 610 , 570 
and 450mμif they appeared. 

The shoulder a t 280 m f' in th巴 humic 乱cid of every bark except HB-2b would be du巴 to

lignin. The broad should己r at 500mμscemed to correspond to that in R〆正md Po" type humic 

acids after KUMADA13l which he found in tb巴 humic 乱cid of Ao lay巴r ， especially in its Na--pyro 

phosphate extr旦ct.

ﾁ log K1 (1og K4oo-10g K600 ) 加d LI log Fら(log K650-log KS50) which ar巴 the indexes of in 

clination of spectrum had a trend to increase according to the aclvance of rott巴nlng process 

in ev己ry bark exc巴pt LI log }i王1 of HB-2a and -2b. 

Rf value distinctly cl記cre乱sed in HB-2 comp旦ring with that in HR.l anc1 remained in lhe 

similar level in HB 3 and 2a, but it incr巴ased extrem巴Iy in HB 2b. 

It is known that th巴 decrease of Lllog K1 and increase of Rf valr; e, especially the latter , 

are tbe inc1ex of proceeding of humi坙ing process of soil humus5111l. But the 丘bove-mentioned

chang巴S of Lllog K1 在日d Rf value of the humic acids of the se!ected hemlock barks was quitc 

different from thos巳 of soils. 

According to the classi五cation diagram of humic acid expr己ssed in Fig. 2, HB-l ancl -2b 

beJong巴d to B type bumic acid anc1 th巴 rest to Rp type humic 旦cid.

Compared with th巴 regression curves betw巴en L110g Kェ and Rf valuc of humic acid of the 

re presen ta ti v己 forest soils including Ao layぽs in Fig. 2, the singu僘rity of every humic acid 

of th己記íected barks that its Rf valu日 W乱s large notwithstancling its Jarge LI log Kl was 
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clisi匤ct. 

7 2‘ Hemlod王 bark eompost (without addHion of chick記n dropping畠)

The humus cornpositions ancl optical propcrtì己S of humic acicls of HB-Cc~C2 were similar 

Lo those of HR-3 except a littl巴 less humic acid and fulvic acid 日 nc1註 little lar試er L) 10疋 K1
anc1 L1 log K2 of HB-C2 tha口 those of HB :3 

Those facts showed that their proceeding of humifying pro仁ess w乱s extremely slow 

Their humic acicls had 旦 weak shoulder 品t 280mμand 孔 broad shoulder at 500 m!" anc1 

subsequ巴n t] y they belonged (0 RpJ type humic acid 

T 3. Hemlock bark伺chickcn droppin島司自 comp郎総 (HB-C--C1, ---C4 and -(¥) 

じompared with the humus composition of 1王B-3 ， a little more humic 乱cid a littlc les8 

fulvic acid in HB-C-C1 and -Ci , a jittle less humic acid and fulvi( 乱cicl in HB C Cs and morε 

ratio in every hemlock bark-chicken droppings compost werむ re仁ognizcd

On t11e absorption spectra oI their humiじ acids thc weak shoulder 乱t 280mμin HB<i 

disappeared, and th巴 broad shoulder at 500 mμ\vas morと faint in HB  C-C1 and --C4 than that 

iηHB-3 and it c1isappeared in HBC C� 

Their ,d log K1 and L1 �g K2 incre乱 sed and Rf values also increased in comparison with 

those of HB-3. 

The humic acids of HB-C-C1 and Cj were cJassified into lV type humic acid anc1 that 

of HR-C-C� into B type of humic 乱cid accorc1ing 10 theεxsistence of 乱 broad shoulder at 

500mμ. 

As above-m思ntioned， their increase of Rf value llotwithstanding thcir i口crease of ,d log K1 

and their singularity of the position on th巴 cl乱SSl日cation cliagram exprεssed in Fig. 2 in com <

parison with that of the hllmic acid of soil humus were quiLe similar to those in th巳 selected

hemlock barks and hemlock bark composts. 

8. 

']、he main object of the studies is the standaτdization ()f woodyァ waste composts. A t pre 

sent the only information on the hemlock bぇrks 品nc1 their composts was obtained and th己

stand乱rdization on th官官1hole woody waste composts is a problem 託waitinεfuture studies. 

The author was of the opinion that the maturity of compcおt should be express日d as the 

result of the decomposition and r巴synthesizatioll of organic matter by micτoorganisms ， L e. 

the change of org社nic matter. Th巴 co日ce口tr乱tion of N and some fertilizer dements and pH, 

etc. should be regarded from the point of vi合研T that t11巴y arc the effective factors for th E"目

剣士ivity ofηlÌcroorganisms alld plants. 

From such point of view , the c1arkening of hue, incre札S巴 of CEC, pyoceedin乞 oJ humifyi日記

process expressed w咜h the df、cre乱se of ,d log K1 and the increasc of Rf va lue of humi仁社仁川

ancl chanJミ e of N form should be 巴xpected to bεth巴 likely in c1exes り[ maturity , i_ e. pr一oce巳ding

of composting proc巴S8 ， ()f compost in the sta只巴 cf working hypothesis 

Howev色r ， the abov巴-mentioned τesults give the following pr口spc仁t8 011 the hemlock 1コ日rk

compo日t8 : The blackcninεof huεW旦s not always the index of maturity_ J、hりugh CEC in 

c[e註ses according to th己 advanc日 of maturity, its narrow range of il1crease is a c1己fect for 

the in仁:lex of m乱turity. The ch乱n又es of hUllms iorm arc singular to those of soil humus , and 

the narrow range of inじrease of Rf value of humic acid is also a defect. The changcs of N 

form亀 i. e. the d臥 rease ()f the rate of hydrolyzablc J¥� and amino acid-N to total orεanic N 



一一 78 一一 林業試験場研究報告第 301 号

and the strong nitrification were due to th巴 change of N form of chicken droppings and ur開p

though it may an index むf the maturity of compost 

The author was of the opinion that those factors seemed to b己己ffective in the staεC of 

the working hypoth日sis but there is room for further examination , Besides, it is known that 

thεd巴cTease of cell ulosεis an index of proceeding of decomposing proc巴S8 of Ao layer of 

for日st soil, as h色mic色llulose- and lignin-like substances were resynth思sized but cellulose was 

not by microorganisms3l 網 Although a simil丘r trend was forecast in the composting process 

of b乱rk ， the abundant so-called bark phenolic acids and suberine in the barks，色spedally in 

the coniferous barks , checked th邑 true determination of celluìos巴 and subsequ巴ntly th巴 author

left the examination of their organic matter composition, including its analytical method, foy 

future study. 


